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近年、空き巣被害や車上ねらい、子どもに対する声かけなど、身近近年、空き巣被害や車上ねらい、子どもに対する声かけなど、身近
な犯罪が多発しています。このような犯罪を防ぐには、個人で防犯な犯罪が多発しています。このような犯罪を防ぐには、個人で防犯
対策を行うだけでなく、地域全体で防犯活動に取り組むことが効対策を行うだけでなく、地域全体で防犯活動に取り組むことが効
果的です。「自分たちのまちは自分たちで守る」この気持ちを多く果的です。「自分たちのまちは自分たちで守る」この気持ちを多く
の皆さんが持てば、防犯の輪は自然に広がります。地域での連帯意の皆さんが持てば、防犯の輪は自然に広がります。地域での連帯意
識を持ち、犯罪のない安心・安全なまちにしていきましょう。識を持ち、犯罪のない安心・安全なまちにしていきましょう。

▼▼総務課総務課552323局局35043504

あいさつ（声かけ）

防犯パトロール

　ご近所同士や初めて会う人へのあいさつ（声かけ）を習慣づけ、犯罪が
発生しにくい環境をつくりましょう。

防犯少年団
　７月20日、衣笠小学校の児童10名が「防犯少年団」を結成しました。こ
れは、愛知県警が本年度から警察署ごとにモデル校を選んで結成して
いるもの。子どもの視点で危険箇所マップを作ったり、防犯活動に協力
したりします。

　田原市では、青色回転灯搭載の防犯パトカーで市内全域を巡回し、市
民の安全を見守っています。また、防犯ボランティア団体「田原キッズパ
トロール隊」や、老人会主体の「子ども見守り隊」などが、子どもたちの安
全を見守っています。
　犯罪者は、「どこかで誰かが見ている」という視線を最も恐れます。皆
さんでパトロールを実践していきましょう！

まちを守るために

振り込め詐欺にご注意を！
　最近、市内で振り込め詐欺の被害が出ています。不審に思ったら一人
で対応せず、必ず本人や警察に事実かどうか確認しましょう！
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安心安全なまちを安心安全なまちを
　みんなでつくろう　みんなでつくろう

防犯特集



　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
、
警
察
が
協
力
し
合
っ
て
、
皆
さ
ん

の
身
の
ま
わ
り
に
危
険
を
及
ぼ
す
犯
罪
を

未
然
に
防
ぐ
活
動
を
行
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
10
月
11
日
は
、
防
犯
に
対
す
る
国

民
の
意
識
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
平
成

18
年
か
ら
『
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
日
』
と
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
地
域
ぐ
る
み
で
防
犯
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

　

犯
罪
に
あ
わ
な
い

　
　

犯
罪
を
起
こ
さ
な
い

　
　
　

犯
罪
を
見
逃
さ
な
い

《
運
動
の
重
点
》

子
ど
も
の
犯
罪
被
害
防
止

・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施

・
防
犯
ブ
ザ
ー
な
ど
を

携
帯
さ
せ
る　
な
ど

住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
犯
罪
の
防
止

・
短
時
間
の
外
出
で
も
、
必
ず
カ
ギ
を
か

け
る　
な
ど

自
転
車
の
盗
難
防
止

・
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
を
使
用
し
て
、
ツ
ー

ロ
ッ
ク
す
る　
な
ど

暴
力
追
放
運
動
の
推
進

　

愛
知
県
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
、昨
年

と
比
べ
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

住
宅
対
象
侵
入
盗
被
害
件
数
は
、全
国
ワ

ー
ス
ト
１
で
す
。最
近
で
は
田
原
市
で
も

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

防
犯
の
心
が
け
の
第
一
歩
は「
鍵
を
か

け
る
」こ
と
で
す
。皆
さ
ん
、自
分
の
家
は

大
丈
夫
と
い
う
意
識
で
防
犯
対
策
が
お
ろ

そ
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。一
人
ひ
と

り
が
防
犯
意
識
を
高
め
、防
犯
対
策
を
実

践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

被害者支援講演会 ～犯罪被害者の実情と支援～
　犯罪被害者に対する支援の輪を広げるため、講演会を
開催します。ぜひご来場ください。

　日　　時　　11月7日（水）　午後1時30分～3時
　場　　所　　田原文化会館　多目的ホール
　講　　師　　犯罪被害者自助グループ　緒あしす
　　　　　　　代表　青木聰子氏
　内　　容　　犯罪被害に遭われた方の実情などについて
　入 場 料　　無料
　主　　催　　田原被害者支援連絡協議会
　そ の 他　　申し込み不要

▼田原警察署警務課523局0110

防犯ボランティア実践講座
　犯罪情勢や防犯対策の実践講習を開催します。防犯活
動に関心のある方は、ぜひご参加ください。

　日　　時　　11月14日（水）　午後1時～4時30分
　場　　所　　田原市役所南庁舎6階　講堂
　講　　師　　愛知県警、
　　　　　　　愛・地球博ボランティアセンター職員
　内　　容　　犯罪の発生状況と具体的な防犯対策など
　受 講  料　　無料
　主　　催　　愛知県
　申し込み　　電話にて

▼総務課523局3504

田原市・三河地区・愛知県の犯罪の発生状況

防犯特集　安心安全なまちを みんなでつくろう防犯特集　安心安全なまちを みんなでつくろう

区分 田原市 三河地区 愛知県

刑法犯総数
（件）

H19年
1～8月 426 24,873 95,299

H18年
1～8月 463 27,053 104,000

増　減　数 －37 －2,180 － 8,701

増減率（％） －8.0 － 8.1 － 8.4

侵
入
窃
盗

ひ
っ
た
く
り

自
動
車
盗

自
転
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

車
上
ね
ら
い

自
販
機
ね
ら
い

部
品
ね
ら
い

強
盗

恐
喝
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■平成18年
■平成19年
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4
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56

74

44

51

30

16
11

22

2 1

田原市の罪種別発生状況（１～８月）

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日（
木
）〜
20
日（
土
）

犯
罪
発
生
状
況
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こ
れ
ま
で
に
実
施
し
た
主
な
取
り
組
み

田
原
市
で
は
、平
成
18
年
3

月
に
策
定
し
た「
田
原
市

行
政
改
革
大
綱（
新
生
田
原
市
の

基
礎
づ
く
り
）」の
実
施
計
画
に
基

づ
き
、簡
素
で
効
果
的
な
行
政
運

営
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、こ
れ
ま
で
に
改
革

が
完
了
し
て
い
る
、ま
た
は
平
成

19
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
取
り
組
み
は
、全
57
項
目
の
う

ち
33
項
目（
57
・
９
％
）と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、一
部
実
施
が
５
項

目（
８
・
８
％
）、検
討
・
協
議
中
が

18
項
目（
31
・
６
％
）で
、未
着
手
の

改
革
に
つ
い
て
は
１
項
目（
１
・
８

％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

石
を
割
る
に
は
、も
っ
と
硬
い
も

の
の
方
が
良
さ
そ
う
で
す
が
、か
え

っ
て
木
や
角
の
方
が
薄
く
き
れ
い
に

割
れ
ま
す
。（
も
ち
ろ
ん
コ
ツ
が
い
り

ま
す
よ
。）

　

縄
文
人
は
、割
れ
た
破
片
を
さ
ら

に
加
工
し
て
道
具
を
作
り
ま
す
が
、

加
工
を
し
な
く
て
も
石
器（
ナ
イ
フ
）

と
し
て
十
分
な
道
具
と
な
り
ま
す
。

今
回
は
魚
の
切
り
身
で
切
れ
味
を

試
し
て
み
ま

し
た
。皮
を

切
る
の
に
コ

ツ
が
い
り
ま

す
が
、身
は

面
白
い
よ
う

に
切
れ
ま
す

（
写
真
３
）。

こ
の
ほ
か
、紙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

野
菜
、肉
な
ど
は
包
丁
よ
り
も
良
く

切
れ
ま
す
。

　

縄
文
人
の
知
恵
と
自
然
の
偉
大
さ

に
感
心
し
ま
す
。

▼
文
化
財
課（
崋
山
会
館
２
階
）

5
23
局
３
５
３
１

吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
で
は
、火

お
こ
し
や
ま
が
玉
つ
く
り
な

ど
、気
軽
に
楽
し
め
る
体
験
メ
ニ
ュ

ー
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、石
器
づ
く
り
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、一
番
切
れ
味
の

鋭
い「
北
海
道
産
の
黒
曜
石
」を
使

い
、石
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、石
の
割
れ
そ
う
な
辺
り
を

狙
っ
て
、硬
い
木
や
鹿
の
角
で
た
た

き
ま
す（
写
真
１
）。

　

す
る
と
、す
る
ど
い
石
の
破
片
が

取
れ
ま
す（
写
真
２
）。

※
各
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

http://w
w
w
.city.tahara.aichi.jp

▼
行
政
改
革
推
進
室

5
23
局
３
５
０
６

1
行
政
改
革
を

　

推
進
し
て
い
ま
す
！

こ
ん
な
に
す
ご
い
!!
「
吉
胡
貝
塚
」
④

■
吉
胡
貝
塚
で
遊
ぼ
う

▼

石を鹿角で
欠かす

未着手
1.8％

完了
（継続的に実施中）

57.9％

一部実施
8.8％

検討・協議中
31.6％

【行政改革の進行状況】

鋭く割れた
石の破片 ▼

写真１写真１

写真２写真２

写真３写真３

■
市
役
所
の
ス
リ
ム
化

・
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る
、適
正
な

職
員
配
置
へ
の
取
り
組
み

・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
民
間
移
管
に

よ
る
業
務
の
ス
リ
ム
化

■
健
全
な
財
政
の
確
立

・
税
収
納
な
ど
の
口
座
振
替
の
推
進

・
休
日
収
納
窓
口
の
開
設

■
公
共
施
設
の

　
　

管
理
運
営
方
法
の
見
直
し

・
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

・
投
票
区
の
再
編

■
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

制
度
や
事
務
事
業
評
価
の
導
入

■
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
見
直
し

・
保
育
園
の
統
廃
合
の
実
施

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
の
見
直
し

■
財
源
の
適
正
配
分
と

　
　

受
益
・
負
担
の
見
直
し

・
事
業
系
ご
み
の
有
料
化

・
補
助
金
の
整
理
・
合
理
化
な
ど
、公
共

サ
ー
ビ
ス
の
公
平
性
確
保
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な
ど
と
の
連
携
方
法
の
確
認
を
中

心
と
し
た
30
種
類
の
訓
練（
応
急
・

復
旧
ま
で
の
対
応
）を
実
践
的
に

行
い
、関
係
団
体
の
連
携
強
化
と

市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
ま
し

た
。

　

災
害
時
は
、隣
近
所
で
の
助
け

合
い
が
大
切
で
す
。皆
さ
ん
も
日

ご
ろ
か
ら
、地
域
や
一
人
ひ
と
り

が
と
る
べ
き
行
動
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
5
23
局
３
５
４
８

８
月
26
日
の
早
朝
、発
生
が

予
想
さ
れ
る
巨
大
地
震
に

備
え
、「
平
成
19
年
度
田
原
市
総
合

防
災
訓
練
」を
赤
羽
根
文
化
広
場

で
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、27
の
関
係
機
関
や

市
民
な
ど
約
１
０
０
０
人
が
参

加
。「
連
携
に
よ
る
人
命
救
助
、そ

し
て
互
い
の
支
援
」を
訓
練
テ
ー

マ
に
揚
げ
、災
害
発
生
時
の
情
報

収
集
や
救
助
に
お
け
る
市
、自
主

防
災
会
、消
防
署
、警
察
、自
衛
隊

2
総
合
防
災
訓
練
を

　
　

開
催
し
ま
し
た

▼

自主防災会が負傷者をヘリコプターに搬送した訓練

▼

陸上自衛隊と日赤奉仕団が連携して行っ
た炊き出し訓練

1010月月2828日日［［日日］］
午前10時～午後８時午前10時～午後８時

市市民の皆さんの融和・交流を図るイベント『第５回田原市民まつり』民の皆さんの融和・交流を図るイベント『第５回田原市民まつり』
を開催します。新しい交流が新しいまちを創ります。市民パレーを開催します。新しい交流が新しいまちを創ります。市民パレー

ドや総踊りに参加したり、踊りコンテストを見たりしてて、一緒に楽しドや総踊りに参加したり、踊りコンテストを見たりしてて、一緒に楽し
んでみませんか？んでみませんか？

市民パレード市民パレード　　［午前10時～11時］［午前10時～11時］
はなのき広場～セントファーレ～はなのき広場はなのき広場～セントファーレ～はなのき広場

マーチングバンド・子どもマーチングバンド・子ども神神
みみ

輿輿
こしこし

・オープンカー・中日フォトメイツなど・オープンカー・中日フォトメイツなど

ステージイベントステージイベント　　［午前10時～午後４時］［午前10時～午後４時］
はなのき広場　屋外ステージはなのき広場　屋外ステージ

キャラクターショー・富くじ抽選会・宮田村太鼓演奏・ギャオス内藤講演会・キャラクターショー・富くじ抽選会・宮田村太鼓演奏・ギャオス内藤講演会・
田原市ジュニア吹奏楽団ミニコンサート・たはらエコレンジャーショーなど田原市ジュニア吹奏楽団ミニコンサート・たはらエコレンジャーショーなど

踊りイベント踊りイベント　　［午後3時30分～8時］［午後3時30分～8時］
はなとき通り一帯はなとき通り一帯

こどもステージ・じゃんこどもステージ・じゃん田田
だだ

ﾞ゙原原
らら

りん踊りコンテスト・総踊り・餅投げりん踊りコンテスト・総踊り・餅投げ

その他その他●●各種物販テント・健康まつりなど盛りだくさん各種物販テント・健康まつりなど盛りだくさん

※詳しくは後日配布する新聞折り込みチラシをご覧ください。※詳しくは後日配布する新聞折り込みチラシをご覧ください。

問い合わせ問い合わせ●●田原市民まつり実行委員会事務局田原市民まつり実行委員会事務局（商工観光課内）（商工観光課内）
5523局3516　  22局381723局3516　  22局3817
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本
年
は
渡
辺
小
華
没
後
1
2
0
年
に
あ
た
り
、今
回
の
展
覧

会
で
は
、小
華
作
品
と
し
て
琢
華
堂
入
門
中
の
嘉
永
2
年
の
作

品
か
ら
晩
年
ま
で
の
作
品
約
1
0
0
点
と
、渡
辺
崋
山
か
ら
椿

椿
山
に
継
承
さ
れ
る
花
鳥
画
家
と
し
て
崋
山
の
末
弟
・
渡
辺
如

山
、椿
山
の
長
男
・
椿
華
谷
の
作
品
も
併
せ
て
展
示
。崋
椿
系
画

家
の
幕
末
か
ら
明
治
時
代
中
期
ま
で
の
流
れ
を
総
合
的
に
振

り
返
っ
た
総
計
約
1
4
0
点
の
作
品
展
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、会
期
中
に
は
作
品
の
展
示
替（
後
期
10
月
23
日
〜
）が

あ
り
ま
す
。

田
原
市
博
物
館  

平
成
19
年
秋
の
企
画
展

22局1720／　 23局3770
http://www.taharamuseum.gr.jp

没
後
百
二
十
年

渡
辺
小
華
展

渡
辺
小
華 
《
雲
龍
図
》（
明
治
3
年・平
野
美
術
館
蔵
）

渡
辺
小
華 
《
煙
草
棉
花
写
生
図
》（
明
治
10
年
頃・田
原
市
博
物
館
蔵
）

渡
辺
小
華 
《
渉
園
九
友
図
》（
明
治
7
年・豊
橋
市
美
術
博
物
館
蔵
）

開館時間／午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
休館日／毎週月曜日
ただし、10月8日は祝日のため、開館し、10月9日は休館します。
10月2日～5日、11月13日～15日までは展示替のため、休館します。
観覧料／一般600円（480円）
（　）内は20名以上の団体割引料金です。

10月11日［木］【崋山大祭】は無料公開します。

三
河
・
遠
州
に
崋
椿
系
の
江
戸
文
人
画
が
あ
ふ
れ
る
。

重
要
文
化
財
、重
要
美
術
品
を
含
む
約
1
4
0
点
を
公
開
。

　

渡
辺
小
華（
1
8
3
5
〜
1
8
8
7
）は
、渡
辺
崋
山

の
二
男
と
し
て
江
戸
麹
町（
現
在
の
東
京
都
千
代
田
区

隼
町
）田
原
藩
邸
に
生
ま
れ
ま
し
た
。崋
山
が
田
原
池
ノ

原
の
地
で
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、わ
ず
か
7
歳
で
し

た
。そ
の
後
、弘
化
4
年（
1
8
4
7
）13
歳
の
小
華
は
田

原
か
ら
江
戸
に
出
て
、椿
椿
山
の
画
塾
琢
華
堂
に
入
門

し
、椿
山
の
指
導
に
よ
り
、花
鳥
画
の
技
法
を
習
得
し
ま

す
。嘉
永
4
年（
1
8
5
1
）、江
戸
田
原
藩
邸
で
世
子
三
宅
康
寧
の
絵
画
の
相
手
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。嘉
永
7
年
、絵
の
師
椿
山
が
亡
く
な
る
と
、独
学
で
絵
を
勉
強
し
ま

す
。安
政
3
年（
1
8
5
6
）、江
戸
在
勤
の
長
兄
・
立
が
25
歳
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、22

歳
の
小
華
は
渡
辺
家
の
財
産
を
相
続
し
、30
歳
で
田
原
藩
の
家
老
職
、廃
藩
後
は
参
事

の
要
職
を
勤
め
ま
し
た
。明
治
維
新
後
、田
原
藩
務
が
一
段
落
す
る
と
、田
原
・
豊
橋
で

画
家
と
し
て
の
地
歩
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。第
1
回
内
国
勧
業
博
覧
会（
明
治
10
年
）、

第
1
回
内
国
絵
画
共
進
会（
明
治
15
年
）に
出
品
受
賞
し
、明
治
15
年（
1
8
8
2
）上

京
。中
央
画
壇
で
の
地
位
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。花
鳥
画
に
は
、独
自
の
世
界
を
築

き
、宮
内
庁（
明
治
宮
殿
）に
杉
戸
絵
を
残
す
な
ど
、東
三
河
や
遠
州
の
作
家
に
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
が
、53
歳
の
と
き
病
気
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

中学生以下無料

主催／田原市博物館・財団法人崋山会・中日新聞社
後援／愛知県教育委員会・NHK名古屋放送局

■記念講演会
演題 《近世絵画から近代日本画へ～文人画の流れを中心に～》
講師／奈良県立美術館副館長  吉田俊英氏
10月11日［木］午後1時30分から／崋山会館（入場無料）
■展示解説
10月14日［日］、11月4日［日］午前11時から／当館学芸員
※参加希望の方は観覧料が必要になります。

今回の企画展の図録を販売しています。出品作品の図版を数多く掲
載していますので、この機会にぜひお買い求めください。
A4版、カラー・1色　無線綴じ　価格2,000円（税込）

図録の
ご案内

か　

ち
ん

わ
た
な
べ
し
ょ
う
か

た
っ
か

か

え
い

つ
ば
き

ち
ん
ざ
ん

じ
ょ

つ
ば
き
か
こ
く

し
ょ
う
え
ん
き
ゅ
う
ゆ
う
ず

ざ
ん

え
ん
そ
う
め
ん
か
し
ゃ
せ
い
ず

こ
う
じ

せ
い

し

み

や
け
や
す
な
が

た
つ

く

な
い
ち
ょ
うう

ん
り
ゅ
う
ず
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愛
知
県
美
術
館  

平
成
19
年
度  

移
動
美
術
館

名
画
への
旅  

近
代
か
ら
現
代
へ

黒田清輝 《花と猫》（1906年）鬼頭鍋三郎 《マドモアゼルＭ》（1954年）桂　ゆき 《人と魚》（1954年）

熊谷守一 《白猫》（1962年・木村定三コレクション）　　【渥美展示】

【赤羽根展示】 【渥美展示】 【赤羽根展示】

赤
羽
根
文
化
会
館 
20
世
紀
の
美
術
〜
人
と
風
景

渥
美
郷
土
資
料
館 

愛
知
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち

催
し
も
の
の
ご
案
内

渥美郷土資料館企画展示室
赤羽根文化会館展示室
開館時間／午前9時～午後5時（入館は午後4時30分まで）
初日は開会式のため午前11時から一般公開となります。
休館日／毎週月曜日　  観覧料／無料

主催／愛知県美術館・（財）愛知県文化振興事業団
田原市・田原市教育委員会

　

美
術
館
活
動
の
主
な
役
割
に
、優
れ
た
美
術
作
品
の
系
統
的
な
収
集
が
あ
り
ま
す
。

愛
知
県
美
術
館
で
は
、20
世
紀
の
美
術
を
柱
と
し
て
作
品
を
収
集
し
、館
内
で
展
示
公

開
し
て
い
ま
す
が
、さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
実
作
品
を
鑑
賞
い
た
だ
く
た
め
、毎
年

移
動
美
術
館
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
移
動
美
術
館
で
は
、愛
知
県
美
術
館
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、

明
治
期
か
ら
今
日
に
至
る
日
本
の
洋
画
を
中
心
に
、近
年
寄
贈
を
受
け
た
木
村
定
三
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
や
彫
刻
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、岸
田
劉
生
、黒
田
清
輝
、安
井
曽

太
郎
、鬼
頭
鍋
三
郎
、杉
本
健
吉
、熊
谷
守
一

な
ど
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、初
開
催
と
な
る
赤
羽
根
文
化
会
館

展
示
室
で
は
、人
と
風
景
を
テ
ー
マ
に
20
世

紀
美
術
の
流
れ
に
沿
っ
た
作
品
を
、渥
美
郷

土
資
料
館
で
は
、愛
知
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
た
ち
の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、展
覧
会
に
あ
わ
せ
て
記
念
講
演
会

や
会
場
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
、美
術
講

座
も
開
催
し
、多
彩
な
20
世
紀
美
術
の
特
質

と
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

■ギャラリートーク
10月28日［日］ 午後1時30分～ 渥美郷土資料館
11月4日［日］ 午後1時30分～ 赤羽根文化会館
【いずれも入場無料】 申し込み不要
※愛知県美術館学芸員が会場で展示作品の解説をします。

■愛知県美術館 移動美術館講座
演題 《愛知の美術》　　講師／愛知県美術館副館長  木本文平氏
定員／40名（田原市博物館に事前にお申し込みください）
11月10日［土］ 午後1時30分～　赤羽根文化会館視聴覚室 【入場無料】

■記念講演会
演題 《美術のたのしみ》　　講師／愛知県美術館館長  牧野研一郎氏
10月20日［土］ 午前11時～　渥美文化会館大会議室 【入場無料】 申し込み不要

渥美郷土資料館 　 33局1127／　 34局1010
赤羽根文化会館 　 45局3939／　 45局3591
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　平成18年度決算は、渥美町との合併後初めての通年決算となりま
す。継続中の事業をはじめ、庁舎増改築事業など、新市建設計画に策
定されている事業を推進したことが特徴です。
　実際の決算額は１円単位ですが、ここに掲載している決算額は
１万円未満が四捨五入してあります。なお、端数処理のため、合計額
が一致しない場合があります。

Ì財政課523局3818

市税

市債

地方交付税

国庫支出金

繰越金

地方譲与税

諸収入

183億906万円

29億4486万円

26億1700万円

20億8463万円

14億715万円

 7億5028万円

10億6669万円

53.2%

8.6%

7.6%

6.1%

県支出金
16億8439万円
4.9%

4.1%

2.2%

3.1%

8.1%

その他 

28億1044万円
地方特例交付金

 7億3929万円
2.1%

344億1379万円
100％

歳入
合計

民生費

総務費

衛生費土木費

教育費

消防費

農林水産業費

公債費

その他

商工費

56億3146万円

48億9493万円

48億9480万円48億8322万円

31億2123万円

23億2971万円

30億1996万円

4億9257万円

6億1003万円

15億9804万円
17.9%

15.6%

15.6%15.5%

9.9%

7.4%

9.6%

1.5%

1.9%

5.1%

314億7595万円
100％

歳出
合計

市税■市民税や固定資産税など、市民の皆さんから
税として納めていただいたお金です。

地方交付税■市の財政状況に応じて国から交付さ
れたお金です。

市債■市が社会資本の整備などを行うために、国や
金融機関から借り入れたお金で、将来返済する必
要のある債務です。

国庫支出金■市が行う特定の事務事業に対して国
から交付された、負担金・補助金などのお金です。

県支出金■市が行う特定の事務事業に対して県か
ら交付された、負担金・補助金などのお金です。

繰越金■前年度の決算で生じた剰余金を、本年度の
収入として編入したお金です。

地方譲与税■国税として徴収され、一定の基準によ
り市に配分されたお金です。

諸収入■他の収入科目に含まれない収入で、市預金
利子や貸付金返済金、雑入などです。

地方特例交付金■平成11年度からの減税に伴う地
方税の減収の一部を補てんするため、および平成
18年度からの児童手当の制度拡充に伴う地方負
担の増加に対応するために、国から交付されたお
金です。

民生費■障害者やお年寄りに対する福祉、子育て支
援など、安定した社会生活を保障するために使
ったお金です。

総務費■庁舎の維持管理や交通安全、コミュニテ
ィ、徴税、戸籍、選挙など、市の総括的な事務に使
ったお金です。

衛生費■健康診断や各種検診、ごみ処理、環境対策
など、健康で衛生的な生活環境を保つために使
ったお金です。

土木費■道路、河川、公園、市営住宅などの整備や維
持管理に使ったお金です。

教育費■小・中学校、社会教育、市民館、図書館、博物
館、スポーツなど、教育全般に使ったお金です。

公債費■国や金融機関から借り入れたお金（市債）
を返済するために使ったお金です。

農林水産業費■農業、畜産、林業、緑化、水産業の振
興に使ったお金です。

消防費■消防や救急業務、災害対策に使ったお金で
す。

商工費■商工業や観光の振興に使ったお金です。
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区分 決算額 構成比
市民税 １００億　３６２万円 54.6%
　個人 ３０億６１３０万円 16.7%
　法人 ６９億４２３１万円 37.9%
固定資産税 ７１億４１８６万円 39.0%
軽自動車税 １億４０５４万円 0.8%
市たばこ税 ４億３６７５万円 2.4%
鉱産税 ３１万円 0.0%
特別土地保有税 １億２９０９万円 0.7%
都市計画税 ４億５６９０万円 2.5%

合計 １８３億　９０６万円 100.0%

水道事業会計 収入 支出
収益的収支 １４億５１６１万円 １２億２９６８万円
資本的収支※ １億７３４６万円 ６億９６２０万円

会計別 歳入 歳出
給食センター給食費 ２億７８５２万円 ２億７８４９万円
土地取得 ７億２８１８万円 ７億２８１８万円
老人保健医療 ５１億　４２８万円 ４９億６３７４万円
国民健康保険 ６９億　６４２万円 ６６億１６８２万円
公共下水道事業 １７億６７５０万円 １５億９０４０万円
農業集落排水事業 １０億８２２９万円 ９億６８２５万円
田原福祉専門学校 １億６８６５万円 １億６６９１万円
介護保険 ２９億３８６６万円 ２７億７７８１万円
中心市街地商業等活性化事業 ２３５９万円 ２３５９万円

合計 １８９億９８０９円 １８１億１４１９万円

■市税の内訳

■特別会計

■企業会計

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額5億2274万円は、過年度分
損益勘定留保資金1億8279万円、減債積立金2億729万円、建設改良
積立金1億1848万円および当年度分消費税、地方消費税資本的収支
調整額1419万円で補てんしました。

　
田原市の会計
　行政運営の基本的な経費を経理する一般
会計と、特定の事業を一般会計と区別して
経理する９つの特別会計、および独立採算
を原則とする企業会計の水道事業会計から
なっています。

【一般会計】
福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本
となる会計です。
【特別会計】
国民健康保険や介護保険など、一般会計と
区分する必要がある特定事業の会計です。
【企業会計】
企業経営という観点から、独立して経理す
る会計（水道事業）です。

田原市の財政状況を分析！
　金額だけでは分かりにくい田原市の財政
を、自治体の財政状況を示すいくつかの指
標で分析しました。

■財政力指数＝1.32（愛知県内平均＝1.10） 
「財政力指数」とは、自治体の総合的な財政
力を示すもので、この数字が大きいほど財
政的には余裕があり、１を超えた団体は交
付税の不交付団体ということになります。
（田原市は不交付団体ですが、合併の特例に
より合併年度とそれに続く10年間は、普通
交付税が交付されます。）

■実質公債費比率＝10.9%（愛知県内平均＝9.9%）

「実質公債費比率」とは、毎年度経常的に収
入される財源のうち、公債費や公営企業債
に対する繰出金などの公債費に準ずるもの
を含めた実質的な公債相当額（普通交付税
が措置されるものを除く。）に充当されたも
のの占める割合です。この比率が一定の数
値を超えると、地方債の発行に許可が必要
となります。田原市は合併特例債の借入の
増加により上昇傾向にあります。

■経常収支比率＝69.5%（愛知県内平均＝75.3%）

「経常収支比率」とは、人件費・扶助費（社会
保障費）・公債費などの経常的経費に、市税
などの経常的一般財源収入がどの程度充て
られているかを示すもので、数字が小さい
ほど財政に弾力性があることを示していま
す。一般的には80％以内に抑えることが望
ましいとされています。田原市では、前年度
と比較して税収の大幅な伸びなどにより、
好転しています。
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交通事故を防止する啓発活動の一環として、愛知
県警察音楽隊による交通安全ふれ愛コンサート
を田原市総合体育館で開催しました。迫力ある音
楽隊の曲に合わせ、女性隊員がストレート・トラン
ペットや手旗を使って演技し、会場に集まった約
８００名の聴衆に交通安全を呼びかけました。ま
たコンサートには、神戸小学校音楽部と東部中学
校吹奏楽部も出演し、それぞれ息の合った演奏で
聴衆を魅了しました。

９月９日～15日の救急医療週間に合わせ、サンテ
パルクたはらできゅうきゅう広場を開設しまし
た。ここでは、救急医療および救急業務に対する理
解と認識を深めてもらうとともに、命の大切さを
広くＰＲするため、心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱
い体験コーナーなどを設けました。来園者は、この
機会に正しい応急手当の知識・技術を学ぼうと、消
防署員の説明に真剣に耳を傾け、実技体験を行っ
ていました。

ＪＩＣＡ（国際協力機構）の「かんがい排水・農村開
発」コースの研修生（10か国12名）が、田原市を訪れ
ました。研修生は、田原市の農業や土地改良区の概
要、豊川用水などのかんがい排水の概要、ＪＡの仕
組みなどについて熱心に学んでいました。田原市
がＪＩＣＡの研修生を受け入れるのは、今回で20
回目。田原市土地改良区、ＪＡ愛知みなみ、たはら
国際交流協会などの協力をいただきながら毎年研
修を行っています。

■心肺蘇生法とＡＥＤの取り扱い方を教わっています ■きびきびとした愛知県警察音楽隊の演奏と演技

8 9

救える命を　救うために土

金
水 世界に広がる　田原の農業

県民と警察を結ぶ　音の架け橋土

■かんがい排水の説明を受ける研修生の皆さん
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自然豊かで風光明媚なコースの設定と、沿道から
の温かい声援が選手たちに人気のトライアスロン
伊良湖大会が、伊良湖岬周辺で開催されました。全
国各地から集まった約９００名の鉄人たちは、持
ち前の“体力”と“気力”に加え、福江高校の生徒を
はじめとした多くのボランティアからの“支え”を
武器に、自分の限界や記録更新に挑んでいました。
こうして生み出された鉄人たちによる“熱きドラ
マ”の数々は、訪れた観衆を沸かせていました。

伝統の田原祭りが、９月15日・16日に開催されまし
た。初日は、お囃

はや

子
し

と共に萱町・新町・本町の３台の
昼
ひる

山
や

車
ま

に、巴江・衣笠を加えた５町の御
み

輿
こし

が街を練
り歩いたほか、夜には、はなとき通りに初めて５町
の夜

よ

山
や

車
ま

が集結し、大いに盛り上がりました。２日
目は、雨が降ったりやんだりのあいにくの空模様
でしたが、天候に負けず元気良く大筒御輿を担ぐ
勇敢な姿が見られました。フィナーレは、手筒・大
筒花火、続いて打ち上げ花火が披露されました。

吉胡町の遊休農地で、蔵王幼稚園の園児たちによ
る菜の花の種まきが行われました。これは、NPO
法人田原菜の花エコネットワークが、種まき体験
を通じて、地域の環境と食に関する理解を深めて
もらおうと昨年から始めたもの。園児らは、畑一面
が黄色い花畑になるよう、心を込めて種をまいて
いました。早ければ11月下旬に開花し、２月ごろま
で観賞できます。なお同園では、開花後の花を収穫
し、鑑賞したり食用にしたりして楽しみます。

田原城跡で毎年恒例の田原城跡月見会を開催し
ました。これは、田原市博物館の開館以来14年間続
いている行事で、秋の夜に５００年余の歴史を刻
む田原城跡で月見のロマンを楽しんでもらおうと
いうもの。訪れた人たちは、館内に設けられた表千
家みちの会による茶席で抹茶や和菓子を味わった
り、月明かりの下、カサブランカ（文化協会加盟団
体）による大正琴の演奏を聴いたりしながら、城跡
での情緒ある一夜を満喫していました。

■選手とボランティア、それぞれが感動を分かち合いました

土 田原城跡で　秋の夜のひととき

■力強く担がれた大筒御輿が街中で踊る！

日“鉄人”　伊良湖に集う！

■元気良く菜の花の種をまく園児

火 いっぱい咲いてね　きれいな菜の花　

日
土 歴史を伝える　本物の熱気

■大正琴による「荒城の月」「古城」などの演奏に思わずうっとり
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児
童
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
館
な
ど
を
利
用

し
て
、
共
働
き
に
よ
る
留
守
家
庭
な
ど
の

児
童
を
預
か
る
家
庭
生
活
の
延
長
の
場
所

で
す
。
児
童
の
安
全
を
守
り
、
遊
び
や
自

主
学
習
な
ど
を
通
し
て
、
児
童
の
育
成
・

指
導
を
行
う
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員
＝
若
干
名　

▼
対
象
＝
65
歳

未
満
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
を
満
た

す
方　

▼
要
件
＝
①
保
育
士
資
格
も
し
く

は
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
免
許
を
お
持
ち

の
方 

②
子
育
て
経
験
が
あ
り
、
心
身
と

も
に
健
康
な
方　

▼
勤
務
場
所
＝
神
戸
・

若
戸
・
中
山
児
童
ク
ラ
ブ
（
若
戸
、
中
山

は
新
規
設
置
予
定
の
ク
ラ
ブ
で
す
）
▼
勤

務
時
間
＝
午
後
１
時
〜
６
時
（
夏
休
み
な

ど
長
期
休
暇
時
は
８
時
30
分
か
ら
の
交
代

勤
務
）　

▼
勤
務
形
態
＝
週
３
〜
４
日
の

勤
務
（
土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始
、

お
盆
は
休
み
）　

▼
選
考
方
法
＝
面
接（
期

日
な
ど
詳
細
は
後
日
通
知
）
▼
賃
金
＝
時

給
９
４
０
円　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
26
日

（
金
）
ま
で
に
、
児
童
課
に
あ
る
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
児
童
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
３　

23
局
３
５
４
５

　

田
原
福
祉
専
門
学
校
で
は
、
平
成
20
年

度
入
学
試
験
を
行
い
ま
す
。

▼
試
験
方
法
＝
小
論
文（
90
分
間
）、
面

接　

▼
申
し
込
み
＝
入
学
検
定
料

１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み
の
う
え
、

所
定
の
出
願
書
類
を
期
間
内
に
持
参
ま
た

は
郵
送
に
て
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印

有
効
）　

▼
試
験
日
・
区
分
・
出
願
期
間

＝
表
の
と
お
り　

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

郷
土
に
ゆ
か
り
の
文
学
に
つ
い
て
、
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
る
さ
と
渥
美
の
歴

史
や
文
学
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も　

▼
日
時
＝
11
月

23
日
（
祝
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
場
所
＝
渥
美
文
化
会
館
大
会
議
室　

▼
講
師
＝
岡
田
善
広
氏　

▼
内
容
＝
柳

田
國
男
と
伊
良
湖　

▼
定
員
＝
40
名
（
先

着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち
物

＝
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
６
日

（
土
）
か
ら
11
月
10
日
（
土
）
ま
で
に
渥

美
図
書
館
に
直
接
ま
た
は
電
話
に
て　

▼
渥
美
図
書
館

☎
33
局
１
１
１
４　

34
局
１
０
１
０

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
中
学
生
は
保

護
者
同
伴
）　

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
（
雨
天
の
場
合
は

中
止
）　

▼
場
所
＝
汐
川
干
潟
（
豊
橋
市

杉
山
町
）　

▼
内
容
＝
野
鳥
や
干
潟
の
生

物
な
ど
を
観
察
し
ま
す　

▼
定
員
＝
50
名

（
先
着
順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
長
靴
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
飲

み
物
、
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
＝
10
月

19
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所
・
電

話
番
号
と
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢

を
明
記
）

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

kankyo@
city.tahara.aichi.jp

田
原
市
臨
時
職
員

（
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

田
原
福
祉
専
門
学
校

入
学
試
験

■田原福祉専門学校入学試験日程

試験日
試験区分

出願期間
推薦 一般 社会人

10月27日（土） ● ● 10月1日（月）～10月18日（木）

11月10日（土） ● ● 10月15日（月）～11月1日（木）

12月8日（土） ● ● 11月9日（金）～11月29日（木）

1月12日（土） ● ● 12月10日（月）～12月27日（木）

2月16日（土） ● ● 1月16日（水）～2月7日（木）

※定員に達した場合、以後の募集は行いません。
　あらかじめご確認ください。

郷
土
資
料
館
・図
書
館
連
携
講
座

「
渥
美
の
歴
史
・
文
学
探
訪
」 

受
講
者

秋
の
汐
川
干
潟
自
然
観
察
会

参
加
者
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▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
目
指
し
て　

▼
対
象

＝
な
る
べ
く
連
続
で
受
講
で
き
る
方
（
60

歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
・
場
所

＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
定
員

＝
70
名
程
度　

▼
申
し
込
み
＝
随
時
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
の

場
合
は
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

講
座
名
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課
（
〒
４
４
１

－

３
４
２
１

田
原
町
巴
江
12

－

１
・
崋
山
会
館
２
階
）

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

▼
対
象
＝
18
歳

以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
者　

▼
場
所
＝
情
報

セ
ン
タ
ー

▼
定
員
＝
各
コ

ー
ス
20
名（
ア
ク
セ
ス
初
級
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
入
門
は
16
名
）／
先
着
順　

▼
受

講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
負
担
）

▼
申
し
込
み
＝
電
話
に
て（
休
館
日
＝
月

曜
日
／
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、

同
時
に
一
人
２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

▼
情
報
推
進
課
（
情
報
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
22
局
７
２
０
０

　

日
本
で
の
慣
れ
な
い
生
活
や
育
児
に
戸

惑
う
こ
と
も
多
い
外
国
人
マ
マ
た
ち
を
対

象
に
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
就
園
前
の
児
童
を
持
つ
外
国
出

身
の
母
親
と
児
童　

▼
開
催
日
・
場
所
・

内
容
＝
表
の
と
お
り　

▼
時
間
＝
午
前
９

時
45
分
〜
11
時
30
分
（
午
前
９
時
30
分
受

付
開
始
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
持
ち

物
＝
母
子
健
康
手
帳　

▼
申
し
込
み
＝
開

催
日
の
一
週
間
前
ま
で
に
①
は
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
健
康
課
へ
、
②
は
あ
つ
み
ラ

イ
フ
ラ
ン
ド
内
健
康
課
へ
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
住
所
・
母

子
の
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
健
康
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
５　

23
局
３
８
１
０

▼
健
康
課
（
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
）

☎
33
局
０
３
８
６　

33
局
０
３
１
９

　

愛
知
県
で
は
現
在
、「
未
来
に
つ
な
ぐ

緑
豊
か
な
〝
美
し
い
愛
知
〞」
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
県

民
共
有
の
財
産
と
し
て
未
来
に
残
し
て
い

く
た
め
の
良
好
な
景
観
資
源
を
広
く
募
集

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
「
大
切
に
し
た

い
」「
守
り
た
い
」「
育
て
た
い
」
と
思
う

田
原
市
内
の
景
観
を
、
写
真
な
ど
を
添
え

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

▼
愛
知
県
公
園
緑
地
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
２
６　

　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/koen/

コース 開催日 時間

初級
10/17（水）～10/19（金）・
10/24（水）～10/26（金）

 ９:30
～ 11:30

アクセス初級
10/7（日）・10/14（日）・
10/21（日）・10/28（日）

13:30
～ 16:30

パワーポイント
初級

11/11（日）・11/18（日）・
11/25（日）

13:30
～ 16:30

デジカメ
写真入門

11/7（水）～11/9（金） 13:30
～ 15:30

ホームページ
作成入門

11/13（火）・11/20（火）・
11/27（火）

13:30
～ 16:30

家計簿作成 11/7（水） 9:30
～ 11:30

年賀状作成
（ワード／
エクセル）

11/11（日）・11/18（日）・
11/25（日）

9:30
～ 11:30

11/14（水）～11/16（金） 9:30
～ 11:30

11/14（水）～11/16（金） 13:30
～ 15:30

11/13（火）・11/20（火）・
11/27（火）

19:00
～ 21:00

11/28（水）～11/30（金） 13:30
～ 15:30

■パソコン教室
パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
者

（
情
報
セ
ン
タ
ー
）

■しおさい大学（後期）日程表
開催日 講座名 場所

10月31日（水） やさしいヨガ体験 田原市総合体育館
第１武道場

11月15日（木） 秋の演奏会 青年の家 体育室

12月12日（水） クリスマスリース作り 青年の家

1月24日（木） 吉胡貝塚資料館
見学とレクチャー 吉胡貝塚資料館

2月14日（木） 金山寺みそ作り 渥美文化会館
料理研修室

3月5日（水） 閉校式・茶話会 青年の家

外
国
人
マ
マ
の
会 

参
加
者

■外国人ママの会

開催日・場所 内容

①10月19日（金）

田原児童センター

田原児童センター・
中央図書館の見学、
親子遊び、絵本の読
み聞かせ、親子で遊
べる施設の紹介

②10月30日（火）

伊良湖岬保育園内
「なのはなルーム」

なのはなルーム、渥
美の森の見学、親子
遊び、絵本の読み聞
かせ、親子で遊べる
施設の紹介

高
齢
者
連
続
講
座

「
し
お
さ
い
大
学
」 

受
講
者

美
し
い
愛
知
づ
く
り
景
観
資
源
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▼
対
象
＝
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

関
心
が
高
い
方
な
ど　

▼
場
所
＝
田
原
文

化
会
館　

▼
受
講
料
＝
２
０
０
０
円

▼
定
員
＝
25
名　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
19

日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

場
合
は
、住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０　

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp
▼
テ
ー
マ
＝
人
に
や
さ
し
い
魅
力
あ
る
街

づ
く
り　

▼
対
象
＝
一
般
、
学
生　

▼
日

時
＝
12
月
１
日
（
土
）
午
後
１
時
〜
５
時

（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）　

▼
場

所
＝
新
城
文
化
会
館
（
新
城
市
字
下
川
１

－

１
）　

▼
講
師
＝
東
三
河
５
市
の
街
づ

く
り
グ
ル
ー
プ　

▼
定
員
＝
80
名
（
先
着

順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

23
局
０
１
８
０

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

▼
テ
ー
マ
＝
人
に
や
さ
し
い
住
民
参
加
の

街
づ
く
り　

▼
対
象
＝
ど
な
た
で
も

▼
日
時
＝
12
月
8
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

５
時
（
午
後
０
時
30
分
か
ら
受
付
開
始
）

▼
場
所
＝
新
城
文
化
会
館
（
新
城
市
字
下

川
１

－

１
）　

▼
講
師
＝
都
市
調
査
室
・

高
田
弘
子
氏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
三
河
ハ
ー
ト
ネ

ッ
ト
・
柳
原
伸
行
氏　

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
指
導
者
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
三
河
ハ
ー
ト
ネ
ッ

ト
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
生　

▼
定
員
＝

80
名
（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て（
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
）

▼
建
築
課

☎
23
局
３
５
２
６　

23
局
０
１
８
０

　

kentiku@
city.tahara.aichi.jp

　

平
成
20
年
３
月
に
完
成
予
定
の
橋
の
名

称
を
募
集
し
ま
す
。
親
し
み
や
す
く
、
覚

え
や
す
い
名
称
を
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
募
集
期
間
＝
10
月
31
日
（
水
）
ま
で

▼
応
募
方
法
＝
田
原
市
役
所
案
内
ま
た
は

赤
羽
根
支
所
・
渥
美
支
所
に
あ
る
応
募
用

紙
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て

（
応
募
用
紙
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
配

布
場
所
に
あ
る
応
募
箱
へ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
の
場
合
は
名
称
・
名
称

を
付
け
た
理
由
と
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
／
は
が
き
は
当
日
消
印
有
効
）
▼
賞

品
＝
採
用
作
品
１
点
に
贈
呈
（
同
名
応
募

複
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
発
表
＝
広
報
た
は
ら
１
月
号
に
掲
載
予

定
（
採
用
者
に
は
直
接
通
知
）

◉
留
意
点

•
名
称
は
未
発
表
の
も
の
で
、
共
同
作
品

で
な
い
こ
と
と
し
ま
す
。

•
採
用
名
称
の
す
べ
て
の
権
利
は
、
田
原

市
に
帰
属
し
ま
す
。

•
名
称
が
採
用
さ
れ
た
方
の
氏
名
お
よ
び

市
町
村
名
ま
で
は
公
表
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

•
個
人
情
報
は
適
正
に
管
理
し
、
今
回
の

名
称
募
集
に
必
要
な
業
務
の
み
使
用
し

ま
す
。

•
名
称
は
選
考
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

▼
街
づ
く
り
推
進
課

「
仮
称
駅
南
橋
」
名
称
募
集
係

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２ 

住
所
不
要 

）

☎
23
局
３
５
２
３　

23
局
０
１
８
０

　

m
achi@

city.tahara.aichi.jp　

（
仮
称
）駅
南
橋
の
名
称

講師

㈲オイカ創造所
代表取締役 及川洋樹氏
㈱まちづくりカンパニー・シープ
ネットワーク 取締役 中埜博氏
㈲オイカ創造所
代表取締役 及川洋樹氏
㈱ミスターパートナー
編集長 井形慶子氏
㈲オイカ創造所
代表取締役 及川洋樹氏
㈲オイカ創造所
代表取締役 及川洋樹氏

時間

13:00～
16:00
13:00～
15:00
15:00～
17:00
13:30～
15:00
15:00～
17:00
13:00～
15:00

開催日

11月17日
（土）

12月15日
（土）

1月12日
（土）

2月16日
（土）

内容

ワークショップ基礎講座
『企画の立て方を学ぶ』

住民参加型のまちづくり

ワークショップ基礎講座
『アイデア出しの方法を学ぶ』
住みやすく
魅力あふれるまちづくり
ワークショップ基礎講座
『アイデアをまとめる方法を学ぶ』
ワークショップ基礎講座
『ふりかえりとまとめ』

■田原市まちづくりカレッジ
田
原
市
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

受
講
生

東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

講
座 

受
講
者

東
三
河
・
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り

地
域
セ
ミ
ナ
ー
in
新
城 
受
講
者

駅南
公共駐車場

駅南
公共駐車場

田原福祉
センター
田原福祉
センター

田原デイ
サービスセンター

ふれあい橋

一本橋

三河田原駅

汐
　川

清谷川

（仮称）駅南橋（仮称）駅南橋
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市
内
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
的
と
し
た
、
省
エ
ネ
資
材
導
入

補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
市
民
や
市
内
に
施
設
や
事
業

所
な
ど
を
有
す
る
方　

▼
対
象
施
設
＝
住

宅
や
事
務
所
な
ど
全
て
の
建
物　

▼
対
象

事
業
＝
複
層
ガ
ラ
ス
、
樹
脂
サ
ッ
シ
、
断

熱
材
、
空
調
シ
ス
テ
ム
な
ど
省
エ
ネ
資
材

を
導
入
す
る
施
設
整
備
（
対
象
期
間
＝
平

成
19
年
４
月
１
日
以
降
に
導
入
・
着
工
し
、

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
納
品
・
完
了

す
る
も
の
／
申
請
前
に
導
入
・
着
工
し
た

方
は
、
４
月
１
日
以
降
に
導
入
・
着
工
し

た
こ
と
が
分
か
る
書
類
な
ど
を
添
付
）　

▼
補
助
額
＝
総
事
業
費
（
補
助
対
象
施
設

整
備
費
）
の
３
分
の
１
（
上
限
５
万
円
）

▼
申
請
期
間
＝
10
月
15
日
（
月
）
〜
11

月
14
日
（
水
）

／
申
請
者
多

数
の
場
合
は

抽
選　

▼
そ

の
他
＝
詳
し

く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
地
域

協
議
会
事
務
局
（
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
内
）

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
６
６
９

　

田
原
市
で
は
、
要
介
護
者
を
在
宅
で
介

護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
な
ど
に
対
し
、

介
護
に
必
要
な
消
耗
品
を
買
う
こ
と
の
で

き
る
補
助
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
次
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
な
方
は

申
請
を
し
て
下
さ
い
。

▼
対
象
＝
要
介
護
３
、４
ま
た
は
５
の
方

を
介
護
し
て
い
る
市
内
在
住
者
な
ど　

▼
必
要
な
物
＝
有
効
期
限
内
の
介
護
保
険

証
、
印
鑑　

▼
交
付
場
所
＝
①
要
介
護
者

が
田
原
地
区
の
方
…
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
福
祉
課
②
赤
羽
根
地
区
の
方
…
赤
羽
根

支
所
市
民
生
活
課
③
渥
美
地
区
の
方
…
あ

つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド
内
福
祉
課
／
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

に
交
付

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

地
域
で
暮
ら
す
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
の
こ
と
を
理
解
し
、
支
援
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
認
知
症
介
護
教
室
（
認
知
症
に
関

す
る
講
義
）
を
開
催
し
ま
す
。
介
護
・
福

祉
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
開
催
日
＝
10
月
20

日
〜
平
成
20
年
３
月
15
日
ま
で
の
毎
月

第
３
土
曜
日 

▼
時
間
＝
午
前
10
時
〜

11
時
30
分　

▼
場
所
＝
田
原
文
化
会
館

２
０
１
・
２
０
２
会
議
室　

▼
参
加
料
＝

無
料　

▼
申
し
込
み
＝
10
月
17
日
（
水
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

　

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　

愛
知
県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ

り
家
庭
で
生
活
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
が
、
家
庭
的
な
環
境
で
、
愛
情

に
包
ま
れ
な
が
ら
暮
ら
せ
る
よ
う
「
里
親

委
託
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

多
く
の
人
に
里
親
の
子
育
て
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
う
た
め
「
里
親
養
育
体
験
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
11
月
8
日
（
木
）
午
前
10
時
30

分
〜
正
午　

▼
場
所
＝
愛
知
県
東
三
河
事

務
所
大
会
議
室　

▼
内
容
＝
里
親
制
度
の

説
明
お
よ
び
養
子
縁
組
型
里
親
、
養
育
型

里
親
の
体
験
発
表

▼
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

☎（
０
５
３
２
）54
局
６
４
６
５

　
（
０
５
３
２
）54
局
６
４
６
６

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
不
慮
の
業
務

上
災
害
・
通
勤
災
害
を
被
っ
た
場
合
、
失

業
し
た
場
合
、
高
齢
者
で
賃
金
が
低
下
し

た
状
態
で
継
続
し
て
働
い
て
い
る
場
合
、

育
児
休
業
お
よ
び
介
護
休
業
の
場
合
、
自

ら
職
業
に
関
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場

合
に
、
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
に
も
、
各
種
助

成
金
の
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

　

労
働
保
険
の
諸
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

労
働
保
険
事
務
組
合
や
社
会
保
険
労
務
士

を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
社
員
、

従
業
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
一
人
で
も

雇
っ
て
い
る
会
社
の
事
業
主
の
方
は
、
す

ぐ
に
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所
適
用
課

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
２

▼
豊
橋
労
働
基
準
監
督
署
労
災
課

☎（
０
５
３
２
）54
局
１
１
９
１

複
層
ガ
ラ
ス
等
省
エ
ネ
資
材

導
入
補
助
事
業
（
２
次
募
集
）

家
族
介
護
用
品
購
入
補
助
券
を

交
付
し
ま
す

里
親
養
育
体
験
発
表
会

労
働
保
険

加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

認
知
症
介
護
教
室 

受
講
者
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改
正
雇
用
保
険
法
が
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
が
次

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

■
失
業
給
付
を
受
け
る
た
め
の
要
件

　

週
所
定
労
働
時
間
に
よ
る
被
保
険
者
区

分
が
廃
止
さ
れ
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
要

件
が
統
一
さ
れ
ま
す
。

■
育
児
休
業
給
付
の
給
付
率

　

40
％
か
ら
50
％
に
上
が
り
ま
す
。
平
成

19
年
４
月
１
日
以
降
に
職
場
復
帰
さ
れ
た

方
は
、
職
場
復
帰
給
付
金
が
暫
定
的
に
10

％
か
ら
20
％
に
上
が
り
ま
す
。

■
教
育
訓
練
給
付
の
支
給
要
件
・
内
容

　

平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
指
定
講
座

を
受
講
開
始
し
た
方
は
、
支
給
要
件
期
間

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
給
付
率
と
上
限

額
が
、
３
年
以
上
・
20
％
（
上
限
額
10
万

円
）
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

■
特
例
一
時
金
の
給
付
水
準

　

平
成
19
年
10
月
１
日
以
降
に
離
職
し
た

短
期
特
例
被
保
険
者
の
特
例
一
時
金
の
給

付
水
準
が
変
わ
り
、
基
本
手
当
日
額
が
40

日
相
当
分
と
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
豊
橋
公
共
職
業
安
定
所

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
２

　
（
０
５
３
２
）52
局
７
１
５
９

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
や
県
、
市
町

村
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら

苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
う
か
が
い
、

そ
の
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

　

田
原
市
で
は
、「
行
政
相
談
所
の
開
設
」

「
心
配
ご
と
相
談
」
を
同
時
に
実
施
し
ま

す
。
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環
境

衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
苦
情
や
意

見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

【
行
政
相
談
員
】

・
松
井
直
さ
ん
（
神
戸
町
）

・
中
村
都
祁
子
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）

・
井
本
親
吾
さ
ん
（
伊
川
津
町
）

▼
福
祉
課
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び
ん
な
ど
の
ふ
た
も

資
源
に
な
り
ま
す
。
次
の
点
を
参
考
に
、

分
別
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◉
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ふ
た

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
の
ふ
た
は
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
類

で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
収
集
ネ
ッ
ト
へ
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

◉
ア
ル
ミ
製
の
ふ
た

　

ア
ル
ミ
ボ
ト

ル
缶
の
キ
ャ
ッ

プ
は
、
ア
ル
ミ

缶
と
一
緒
に
出

す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
出
す
と

き
に
は
ボ
ト
ル
か
ら
は
ず
し
て
、
ア
ル
ミ

缶
の
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
キ
ャ
ッ
プ
を
し
た
ま
ま
出
さ
れ
ま
す

と
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
必
ず
は
ず

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
金
属
製
の
ふ
た

　

缶
詰
や
び
ん
な
ど

の
金
属
の
ふ
た
は
、

金
属
類
の
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

金
属
以
外
の
も
の
が
付
い
て
い
る
ふ
た

は
、
も
や
せ
な
い
ご
み
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
27
局
０
０
０
３　

27
局
０
０
０
３

　

犬
の
し
つ
け
に
つ
い
て
、
愛
知
県
動
物

保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
個
別
に
指

導
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次

の
条
件
を
満

た
す
犬
の
し

つ
け
で
困
っ

て
い
る
方
で
、

当
日
、
犬
と

一
緒
に
参
加

で
き
る
方　

▼
条
件
＝
①
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注

射
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い

る
こ
と 

②
犬
を
制
御
で
き
る
こ
と　

▼
日
時
＝
11
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
場
所
＝
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら 

芝
生
広
場　

▼
定
員
５
名
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み
＝
11
月
14
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
に
て

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）局
33
局
３
７
７
７

「
雇
用
保
険
」
が
変
わ
り
ま
す

秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
15
日（
月
）〜
21
日（
日
）

■行政・心配ごと相談

日時 場所

10月3日（水）
午後1時～4時

田原
福祉センター

10月16日（火）
午後1時30分

～４時

あつみ
ライフランド

10月25日（木）
午後１時～４時

赤羽根
福祉センター

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

〜
ふ
た・
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
も
分
別
を
〜

犬
の
し
つ
け
教
室
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土
地
は
所
有
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
有
効
に
利
用
し
て
は
じ
め
て
価
値
の

あ
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
な
い

土
地
は
、
周
辺
の
状
況
を
考
え
な
が
ら
適

切
な
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

10
月
は
土
地
月
間
で
す
。
豊
か
で
住
み

良
い
地
域
を
築
い
て
い
く
た
め
、
こ
の
機

会
に
土
地
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

▼
企
画
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
１
０
８
０

　

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
適
正
な
維
持
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
保
守
点
検
】

　

４
か
月
に
１
回
（
処
理
対
象
人
員
が
21

名
以
上
の
も
の
は
３
か
月
に
１
回
）
以
上

の
実
施

【
法
定
検
査
】

　

浄
化
槽
を
使
い
始
め
て
３
か
月
経
過
し

て
か
ら
５
か
月
以
内
に
行
う
「
設
置
後
等

の
水
質
検
査
」（
７
条
検
査
）
と
、
そ
の

後
、
毎
年
１
回
定
期
的
に
行
う
「
定
期
検

査
」（
11
条
検
査
）
を
実
施

【
清
掃
】

年
１
回
以
上
の
実
施

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

春
日
台
職
業
訓
練
校
で
は
、
平
成
20
年

度
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
次
の
す
べ
て
の
条
件
に
該
当
す

る
方　

▼
条
件
＝
①
知
的
障
害
が
あ
る
方 

②
義
務
教
育
を
修
了
ま
た
平
成
20
年
３

月
に
卒
業
見
込
み
の
方 

③
職
業
自
立
が

見
込
ま
れ
る
方　

▼
募
集
す
る
科
＝
機
械

科
、
縫
製
科
、
木
工
科
、
陶
磁
器
科
、
紙

器
製
造
科　

▼
定
員
＝
各
科
20
名　

▼
訓

練
期
間
＝
１
年　

▼
受
付
期
間
＝
平
成
20

年
３
月
下
旬
ま
で
随
時　

▼
試
験
日
＝
11

月
１
日
（
木
）
以
降
で
、
訓
練
校
が
指
定

す
る
日　

▼
試
験
内
容
＝
適
正
試
験
・
面

接
試
験　

▼
応
募
方
法
＝
入
校
願
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
療
育
手
帳
の
写
し
な

ど
の
書
類
を
添
え
て
最
寄
の
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
（
入
校
願
書
は
公
共
職
業
安

定
所
に
あ
り
ま
す
）

▼
春
日
台
職
業
訓
練
校
（
愛
知
県
心
身
障

害
者
コ
ロ
ニ
ー
内
）

☎（
０
５
６
８
）88
局
０
８
１
１

　
（
０
５
６
８
）88
局
０
９
４
８　

　

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る
方

の
中
か
ら
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
で
構

成
さ
れ
、
検
察
官
が
し
た
不
起
訴
処
分
の

良
し
悪
し
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
平
成
20
年
度

の
審
査
員
候
補
者
を
選
挙
人
名
簿
か
ら
く

じ
に
よ
り
選
び
出
し
、
法
に
基
づ
く
資
格

調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
審
査
員
候
補
者

に
選
ば
れ
た
方
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務
局

☎（
０
５
３
２
）52
局
３
２
８
３

▼
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
お
よ
び
田
原
市
、
近
隣
市
、
防

災
関
係
機
関
、
特
定
事
業
所
が
参
加
し
、

愛
知
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
30
日
（
火
）
午
後
０
時

30
分
〜
３
時
30
分　

▼
場
所
＝
小
中
山
町

（
中
部
電
力
株
式
会
社
渥
美
火
力
発
電
所
）

お
よ
び
そ
の
周
辺
海
域

▼
防
災
対
策
室

☎
23
局
３
５
４
８　

23
局
０
１
８
０

　

住
基
カ
ー
ド
は
、
本
人
確
認
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
カ
ー
ド
で
、
顔
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
は
、
公
的
な
証
明
書
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
活
用
例
】

・
銀
行
口
座
の
新
規
開
設

・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行

・
戸
籍
の
届
出　

な
ど

▼
交
付
場
所
＝
市
民
課　

▼
必
要
な
も
の

＝
公
的
な
身
分
証
明
書
（
免
許
証
な
ど
）、

印
鑑　

▼
手
数
料
＝
５
０
０
円

▼
市
民
課

☎
23
局
３
５
１
１　

23
局
４
２
７
０

▲住民基本台帳カード（見本）

10
月
は
土
地
月
間

〝
土
地
活
用 

み
ん
な
で
創
る
美
し
い
ま
ち
〞

10
月
は
浄
化
槽
強
化
月
間

春
日
台
職
業
訓
練
校

平
成
20
年
度
訓
練
生

検
察
審
査
会
審
査
員
候
補
者
を

選
び
ま
す

愛
知
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

防
災
訓
練

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？
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田
原
市
で
は
、
民
間
活
力
を
住
民
へ
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
活
か
す
有
効
な
手
法
と

し
て
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
「
指
定
管
理

者
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
平
成
19

年
10
月
１
日
か
ら
、「
臨
海
緑
地
」
を
管

理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
の
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

▼
施
設
名
＝
臨
海
緑
地　

▼
指
定
管
理
者

名
＝
童
浦
校
区　

▼
指
定
期
間
＝
２
年
６

か
月
間　

▼
担
当
課
＝
公
園
緑
地
課
（
☎

23
局
４
１
０
３
）

▼
財
産
管
理
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

　

豊
川
保
健
所
田
原
支
所
と
田
原
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、
田
原
市
民
ま
つ
り
の
会

場
で
、
献
血
お
よ
び
献
腎
、
献
眼
登
録
と

併
せ
、
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
会
を
実
施
し
ま

す
。

▼
対
象
＝
18
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
健
康

な
方　

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

▼
場
所
＝
は
な
の
き

広
場
南
側　

▼
登
録
方
法
＝
ビ
デ
オ
に
よ

る
説
明
の
後
に
採
血　

▼
申
し
込
み
＝
電

話
に
て　

▼
そ
の
他
＝
原
則
予
約
制
で
す

が
、
当
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
豊
川
保
健
所
田
原
支
所

☎
22
局
１
２
３
８　

22
局
６
３
９
４

　

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
国
土
交
通

省
、
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
、
名
古

屋
市
の
共
同
に
よ
り
、
中
京
都
市
圏
に
立

地
す
る
事
業
所
を
対
象
と
し
た
物
流
調
査

が
行
な
わ
れ
ま
す
。
調
査
票
が
送
付
さ
れ

た
事
業
所
の
方
は
、
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

・
中
京
都
市
圏
物
流
調
査
実
施
本
部

　
（
０
１
２
０
）５
４
１
局
２
５
６【
無
料
】

▼
受
付
時
間
＝
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午

前
９
時
〜
午
後
６
時

▼
愛
知
県
都
市
計
画
課

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
５
１
６

　

田
原
市
民
ま
つ
り
の
開
催
に
伴
い
、
ぐ

る
り
ん
バ
ス
の
路
線
が
変
更
と
な
り
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
28
日
（
日
）
始
発
〜
正
午

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

指
定
管
理
者
を
決
定

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
会

路線名 変更となる便 変更後の運行経路 代替・休止バス停

童浦線
【上り】片西発7:28／8:58／10:28
【下り】渥美病院発
8:21／9:51／11:21

晩田⇔総合体育館⇔田原駅

【代替バス停】
総合体育館
【休止バス停】
図書館・中部市民館

西部線
【上り】桜橋発7:40、
サンテパルク発9:10／10:10
【下り】福祉センター発9:05／11:05

田原駅⇔漆田
【休止バス停】
中部市民館・図書館・総合体
育館・大坪

中央線
【右回り】志田発7:30／9:00
【左回り】神戸小学校発7:25／10:00

晩田⇔総合体育館⇔田原駅

【代替バス停】
総合体育館
【休止バス停】
博物館・図書館・中部市民館

表浜線
【右回り】図書館発8:10／11:00
【左回り】弥栄発7:25、
図書館発10:00

図書館⇔中部市民館⇔田原駅
の区間を休止（田原駅発着）

【休止バス停】
図書館・中部市民館

高松線
【右回り】東ケ谷発7:25、
図書館発9:30
【左回り】図書館発8:30／11:30

図書館⇔中部市民館⇔田原駅
の区間を休止（田原駅発着）

【休止バス停】
図書館・中部市民館
※左回りの12:22中部市民館
と12:23図書館は通常運行

大久保線
【上り】サンテパルク発9:10／11:10
【下り】図書館発10:15

図書館⇔中部市民館⇔田原駅
の区間を休止（上りは田原駅
着、下りは田原駅発）

【休止バス停】
図書館・中部市民館

■ぐるりんバスの路線変更
田
原
市
民
ま
つ
り
に
よ
る

　

ぐ
る
り
ん
バ
ス
路
線
の
変
更

企
業
・
事
業
所
の
方
へ

「
物
流
調
査
」
に
ご
協
力
を
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財
団
法
人
愛
知
県
都
市
整
備
協
会
で

は
、
晩
秋
の
公
園
で
郷
愁
漂
う
ハ
ー
モ
ニ

カ
の
音
色
を
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
た
め
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
♪
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
11
月
３
日
（
祝
）
午
後
１
時
〜

３
時　

▼
場
所
＝
東
三
河
ふ
る
さ
と
記
念

公
園 

管
理
棟
ロ
ビ
ー
（
豊
川
市
御
油
町

滝
ヶ
入
11

－

２
）　

▼
出
演
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文

化
セ
ン
タ
ー
（
豊
橋
）
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室

「
穂
の
国
ハ
ー
モ
ニ
カ
フ
ァ
ミ
リ
ー
」、Ｅ
・

Ａ
・
Ｓ
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校
生
徒　

▼
入
場

料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
不
要

▼
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園
管
理
事
務
所

☎（
０
５
３
３
）87
局
９
３
０
１

　
（
０
５
３
３
）87
局
９
３
０
２

　

次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

▼
8
月
21
日
、
㈳
東
三
河
法
人
会
田
原
支

部
（
支
部
長 

鈴
木
喜
玄
さ
ん
）・
㈳
東
三

河
法
人
会
渥
美
支
部
（
支
部
長 

木
村
守

雄
さ
ん
）
か
ら
、
図
録
「
東
三
河
の
美
術

〜
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
」１
７
０
冊
。

　

市
内
に
法
人
な
ど
を
新
し
く
設
立
し
た

り
、
事
務
所
や
事
業
所
を
開
設
し
た
り
す

る
場
合
は
、
30
日
以
内
に
、
法
人
の
設
立

（
開
設
）
届
出
書
に
登
記
簿
謄と

う

（
抄
）
本

と
定
款
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
商
号
」「
所
在
地
」「
代
表
者
」「
資

本
金
額
」「
決
算
期
」
な
ど
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合
や
、「
法
人
の
解
散
」「
事
業
所

の
閉
鎖
」
な
ど
を
し
た
場
合
も
、
そ
の
つ

ど
変
更
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
０
９　

23
局
０
１
８
０

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期
限
は
、

平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。住
宅
火
災
か
ら
家
族
を
守
る
た
め
に
、

早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
住
宅
用
火
災

警
報
器
に
関
す
る
質
問
な
ど
は
、
消
防
課

（
予
防
危
険
物
係
）
ま
た
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
相
談
室
（
財
団
法
人
日
本
消
防
設

備
安
全
セ
ン
タ
ー
）
ま
で
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
悪
質
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
め
ぐ

り
、
消
防
署
員
や
自
治
体
職
員
を
装
っ
た

悪
質
な
販
売
業
者
な
ど
か
ら
、
市
価
の
数

倍
で
売
り
つ
け
ら
れ
る
と
い
う
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

公
的
機
関
が
直
接
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不

審
な
訪
問
販

売
は
そ
の
場

で
断
り
、
消

防
署
な
ど
に

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
消
防
課

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

▼
住
宅
用
火
災
警
報
器
相
談
室

　
（
０
１
２
０
）５
６
５
局
９
１
１【
無
料
】

市長の資産等の報告書の閲覧
　　田原市長の資産等の公開に関する条
例に基づき、市長の資産等の報告書を
10月５日（金）から閲覧できます。

閲覧場所◎文書課（南庁舎３階）

閲覧時間◎土・日・祝日を除く
　　　　　午前８時30分～午後５時

▼文書課
☎２３局３７２８　 ２３局０１８０

種まき体験!!種まき体験!!

設
置
期
限
迫
る
！

〝
住
宅
用
火
災
警
報
器
〞

法
人
の
各
種
届
出

東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園

「
ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト
♪
」

菜の花の栽培を通じて、
「資源循環」や「環境と食と農業」のかか
わりについて学びませんか？

■日時＝
10月20日（土）午前９時30分～午後１時
■内容／場所＝
・菜の花エコプロジェクトの内容／田
原市役所
・種まき体験・菜種油で揚げた天ぷらの
試食／田原市内のほ場
■定員＝30名（先着順）
■持ち物＝昼食（おにぎりなど）、飲み物
■服装＝作業のできる服装
■申し込み＝電話にて
■問い合わせ先＝エコエネ推進室
☎２３局７４０１　２３局０６６９
■主催＝
田原市
NPO法人田原菜の花エコネットワーク
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◉
10
月
13
日
土

福
寿
園
文
化
祭

時
間
▼
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
▼
福
寿
園
（
六
連
町
）

内
容
▼
渥
美
二
郎
歌
謡
シ
ョ
ー
、
ク
ラ

ブ
発
表
、三
味
線
合
奏
、各
種
バ
ザ
ー
、

ゲ
ー
ム
、
も
ち
投
げ
な
ど

▼
福
寿
園 

☎
27
局
０
０
０
８　

◉
10
月
14
日
日

蔵
王
山
展
望
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
▼
蔵
王
山
一
帯

内
容
▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
ハ
イ
キ

ン
グ
大
会
、
蔵
王
山
お
茶
会
ほ
か

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
10
月
19
日
金
・
20
日
土

田
原
福
祉
専
門
学
校 

た
っ
ぷ
く
祭

時
間
▼
19
日
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
・

20
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

内
容
▼
福
祉
体
験
、模
擬
店
、作
品
展
ほ
か

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

◉
10
月
22
日
月

田
原
福
祉
専
門
学
校 

公
開
講
座

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所
▼
田
原
福
祉
専
門
学
校
講
堂

講
師
▼
カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
久
子
氏
（
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ラ
ピ
ス
ト
）

内
容
▼
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
期
待
す
る
も
の

－

ア
メ
リ
カ
で
の
経
緯
と
現
状
に
学
ぶ

－

入
場
料
▼
無
料（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

※
詳
し
く
は
、
９
月
号
19
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

◉
10
月
28
日
日

田
原
市
民
ま
つ
り

※
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
ン
ナ
ー 

箕
浦
裕
子
氏

受
講
料
▼
無
料

申
込
方
法
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
商
工
観
光
課

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
11
月
10
日
土　
（
予
備
日 

12
月
１
日
土
）

表
浜
自
然
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
間
▼
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所
▼
田
原
地
域
の
表
浜
海
岸
一
帯
（
メ

イ
ン
会
場
＝
東
ヶ
谷
海
岸
）

内
容
▼
清
掃
活
動
、
親
睦
会
（
地
引
網
、

地
元
特
産
鍋
ほ
か
）
／
清
掃
活
動
参
加

者
に
親
睦
会
参
加
証
を
配
布
し
ま
す
。

※
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
お
わ
ん
、
コ

ッ
プ
、
箸
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
市
東
部
太
平
洋
岸
総
合
整
備
促

進
協
議
会
（
企
画
課
内
）

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
１
８
０

◉
10
月
30
日
火
〜
11
月
11
日
日

渥
美
半
島
菊
花
大
会

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
観
賞
用
菊
の
展
示

▼
田
原
市
観
光
協
会
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
６　

22
局
３
８
１
７

◉
11
月
2
日
金
〜
4
日
日

田
原
市
文
化
祭

内
容
・
場
所
・
開
催
日
▼

•

各
種
展
覧
会
（
田
原
文
化
会
館
＝
２
〜

４
日
、
渥
美
文
化
会
館
・
渥
美
郷
土

資
料
館
＝
３
〜
４
日
）

•

芸
能
大
会
（
渥
美
文
化
会
館
文
化
ホ
ー

ル
＝
３
〜
４
日
、
田
原
文
化
会
館
文

化
ホ
ー
ル
＝
４
日
）

•

市
民
茶
会
（
池
ノ
原
会
館
＝
３
日
、
渥

美
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
＝
３
〜
４
日
）

▼
田
原
市
文
化
協
会
事
務
局

　
（
田
原
文
化
会
館
内
）☎
22
局
６
０
６
３

◉
11
月
7
日
水

消
費
者
生
活
講
座

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所
▼
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

内
容
▼
「
元
気
に
な
る
メ
イ
ク
」
〜
顔

が
変
わ
れ
ば
心
も
変
わ
る
〜

講
師
▼
㈲
か
づ
き
れ
い
こ 

フ
ェ
イ
ス
プ

月
の
イ
ベ
ン
ト

11

母子家庭の就業相談
お気軽にご相談ください

10月11日木・11月8日木

　時 間 ▼午後１時30分
　　　　　　　　～３時30分
　場 所 ▼田原福祉センター

▼児童課（田原福祉センター内）
☎23局3513　　23局3545

月
の
イ
ベ
ン
ト

10

平成19年10月1日 　  　　　　　　　　│ 20 │



チケット売り切れの際はご容赦ください
前売券が完売した場合、当日券の販売はありません。

全席指定のイベントのチケットは、
開催会場のみの販売となります。

託児サービス（先着10名まで）
各イベントの10日前までに、

生涯学習課までお申し込みください。
（託児代100円）

玉置浩二
コンサートツアー ２００７ ☆惑星☆
待望の全国コンサートツアー！
ソロのヒット曲、安全地帯の名曲など、心
に残る楽曲をお楽しみください。

日 時　10月5日（金） 午後6時15分開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　6,800円
　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
チケット　渥美文化会館にて販売
問 合 先　渥美文化会館☎33局1000

スーパーマスクプレイミュージカル
ちびまる子ちゃん

今、人気沸騰のち
びまる子ちゃん
が、大きな舞台で
ミュージカルにな
りました。
みんな、会いに来
てね！

日 時　1月20日（日）
　　　　　❶午前10時30分開演（30分前開場）
　　　　　❷午後２時開演（30分前開場）
場 所　渥美文化会館文化ホール
入 場 料　大人2,000円
　　　　　小人1,000円（小学生以下）
前売開始　11月17日（土）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
　　　　　午前7時30分から整理券配布
販売場所　渥美文化会館
問 合 先　渥美文化会館 ☎33局1000

演劇　僕と彼と娘のいる場所
ドラマ・映画などで活躍中の須藤理彩・石丸謙
二郎・和田聰宏による、本格的な舞台演劇です。

日 時　12月16日（日）
　　　　　午後6時開演（30分前開場）
場 所　田原文化会館文化ホール
入 場 料　Ｓ席4,000円　Ａ席3,500円
　　　　　高校生以下500円引 （当日500円増）
　　　　　※未就学児のご入場はご遠慮願います。
前売開始　10月21日（日）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
　　　　　午前7時30分から整理券配布
販売場所　田原文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

田原市風流寄席
笑福亭仁鶴独演会
「四角い仁鶴が丸くおさめます」でおなじ
みの、笑福亭仁鶴による独演会です。

日 時　2月2日（土）
　　　　　午後２時開演
　　　　　（30分前開場）
場 所　赤羽根文化会館
　　　　　文化ホール
入 場 料　2,500円
　　　　　高校生以下500円引 
　　　　　（当日500円増）
前売開始　11月11日（日）午前９時から前売開始
　　　　　※１人５枚まで
販売場所　田原・赤羽根・渥美文化会館
問 合 先　生涯学習課 ☎23局3531

10/5
全席指定

EVENT
チケット販売・お問い合わせ

田原文化会館　☎22局6061　　22局6455
赤羽根文化会館　☎45局3939　　45局3901
渥美文化会館　☎33局1000　　34局1010

田原・赤羽根・渥美

文化会館・文化ホール

12/16
全席指定

▲須藤理彩 ▲石丸謙二郎 ▲和田聰宏

1/20

全席指定

2/2
全席自由
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訪問日

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

13:20～14:10

14:30～15:30

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

14:30～15:30

13:20～14:10

10/18［木］・11/ 1[木]・11/15［木］

10/23[火]・11/13[火]・11/27[火]

10/23[火]・11/13[火]・11/27[火]

10/19[金]・11/ 2[金]・11/16[金]

10/17［水］・11/ 7[水]・11/21[水]

10/16[火]・11/ 6[火]・11/20[火]

10/19[金]・11/ 2[金]・11/16[金]

10/17［水］・11/ 7[水]・11/21[金]

10/11［木］・10/25[木]・11/ 8[木]

10/11[木]・10/25[木]・11/ 8[木]

10/10[水]・10/24[水]・11/14[水]

10/10[水]・10/24[水]・11/14[水]

10/10［水］・10/24[水]・11/14[水]

10/10［水］・10/24[水]・11/14[水]

10/18［木］・11/ 1[木]・11/15[木]

10/18［木］・11/ 1[木]・11/15[木]

10/23[火]・11/13[火]・11/27[火]

10/23[火]・11/13[火]・11/27[火]

10/17［水］・11/ 7[水]・11/21[水]

10/17［水］・11/ 7[水]・11/21[水]

六連小

神戸小

大草小

田原東部小

田原南部小

童浦小

田原中部小

衣笠小

野田小

高松小

赤羽根小

若戸小

和地小

堀切小

伊良湖小

亀山小

中山小

福江小

清田小

泉小

い
ず
み
号

や
し
の
実
号

移動図書館巡回日程● 1 0・1 1 月

図書館休館日

10月

11月

ステーション 訪問時間

中央図書館
523局4946（よくよむ） ／　 tosho@city.tahara.aichi.jp

22日［月］・29日［月］
１日［月］～５日［金］・９日［火］・12日［金］・15日[月]

５日［月］・９日［金］・12日［月］・19日［月］・26日［月］

一般展示コーナー◎10月
「Let's try 健康法」 （10月13日［土］～11月８日［木］）
いろいろな健康法の本を取りそろえています。過ごしやすいこ
の秋に、あなたにピッタリの健康法を見つけてみませんか？

こどもしつ展示コーナー◎10月こどもしつ展示コーナー◎10月
「行こうよ！ぼうけんの旅へ」「行こうよ！ぼうけんの旅へ」  （10月13日[土]（10月13日[土]～11月８日［木］）
秋の夜長、旅のご相談は「こぶっくトラベル」へ！秋の夜長、旅のご相談は「こぶっくトラベル」へ！

えほんだいすき！（田原市図書館ボランティア） ★
日時／10月21日（日）　14:00～
おはなしの部屋（くぬぎの会） ★
日時／11月はお休みです
ぴよぴよおはなし会 ☆
日時／10月10日（水）　10:30～／11:00～
こりすの部屋（くぬぎの会） ☆
日時／10月16日（火）　10:30～

場所／中央図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・手遊びなど
対象／★幼児～小学生　☆乳幼児（親子）

おはなし会（赤羽根えほんの会・図書館） 
日時／10月21日（日）　13:30～
　　　11月3日（祝）　10:30～

場所／赤羽根図書館こどもしつ
内容／読み聞かせ・紙芝居など
対象／乳幼児～小学生

おはなし会（てのひらの会・図書館） 
日時／毎月第１・第２・第４土曜日　14:00～

場所／渥美図書館おはなしコーナー
内容／読み聞かせ
対象／乳幼児～小学生

読
書
か
ん
そ
う
画
を

描
こ
う
！

読
書
に
は
も
っ
て
こ
い
の
季
節

〝
秋
〞
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、
本
を
読
ん
で
い
る
と
自

然
と
そ
の
情
景
や
場
面
を
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
の
想
像

し
た
情
景
や
場
面
を
絵
に
し
た
も
の
を

読
書
感
想
画
と
い
い
ま
す
。
中
央
図
書

館
で
は
、
秋
の
読
書
週
間
に
合
わ
せ
て

「
読
書
か
ん
そ
う
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

開
催
し
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
で

描
い
て
も
結
構

で
す
の
で
、
皆

さ
ん
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ

い
。

▼
対
象　

幼
児
か
ら
中
学
生

▼
募
集
期
間　

10
月
21
日
（
日
）
ま
で

▼
受
賞
発
表　

10
月
27
日
（
土
）

▼
展
示
期
間　

10
月
25
日
（
木
）
〜

　
　
　
　
　
　

11
月
29
日
（
木
）

▼
展
示
場
所　

中
央
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
こ
ど
も
し
つ
）

▼
応
募
の
き
ま
り　

紙
の
サ
イ
ズ
は

八
つ
切
り
（
ど
ん
な
紙
で
も
可
）

で
、
一
人
一
点
ま
で

▼
応
募
方
法　

中
央
図
書
館
に
あ
る
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
作
品
と
共
に
中
央
図
書
館
児

童
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
提
出

平成19年10月1日 　  　　　　　　　　│ 22 │



〝
親
子
で
つ
く
る
元
気
な〝
か
ら
だ
〞〜

外
遊
び
や
運
動
を
楽
し
も
う
！

　

現
代
の
小
学
生
は
、
20
年
前
と
比

べ
、
体
格
は
大
き
く
な
っ
て
い
る
の

に
体
力
は
衰
え
て
い
る
っ
て
ご
存
じ

で
し
た
か
？ 

食
生
活
が
豊
か
に
な
っ

た
一
方
で
、
自
動
車
で

の
移
動
や
ゲ
ー
ム
機
の

普
及
な
ど
に
よ
り
、
運

動
量
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
の
表
れ
で
す
。

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
！

◆
運
動
が
も
た
ら
す
効
果

　

運
動
は
、
肺
や
心
臓
を
強
く
し
、

筋
肉
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

疲
れ
に
く
く
、
動
き
や
す
い
体
を
つ

く
り
ま
す
。
ま
た
、
食
欲
増
進
や
熟

睡
を
も
た
ら
し
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
も
促
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予

防
や
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
効
果
が
あ

る
運
動
は
、
生
涯
の
健
康
維
持
に
た

い
へ
ん
有
効
な
の
で
す
。

大
切
で
す
！

◆
５
〜
８
歳
ご
ろ
の
遊
び
や
運
動

　

神
経
・
感
覚
器
系
が
著
し
く
発
達

す
る
５
〜
８
歳
ご
ろ
は
、
運
動
や
遊

び
を
通
し
、
脳
を
は
じ
め
と
し
た
体

内
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
経
が
張
り
巡

ら
さ
れ
て
い
く
大
事
な
時
期
で
す
。

ま
た
、
こ
の
時
期
の
運
動
経
験
は
、

将
来
の
運
動
の
好
き
嫌
い
に
大

き
く
作
用
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
遊
び
や

運
動
を
豊
富
に
経
験
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
の
で
す
。

本
来
、
子
ど
も
は
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
。
大
人
も
子
ど

も
と
一
緒
に
運
動
や
外
遊
び
を

楽
し
み
、
家
族
ぐ
る
み
で
体
を

動
か
す
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

母子健康手帳交付

育児相談

健康相談

心とからだの健康相談

毎週月曜日（祝日を除く）
午後１時30分～３時

11月22日（木）　午前10時～11時30分

11月５日（月）　午前９時～10時30分

田原福祉センター
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

田原福祉センター

あつみライフランド

11月９日（金）　午前９時30分～10時30分 田原福祉センター 身体計測、育児・栄養相談
（乳幼児対象）

身体計測、育児・栄養相談
健康に関する相談（成人・乳幼児対象）

健康に関する相談、健診結果に関する相談
（成人対象）

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く午前８時30分～午後５時）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● インフォメーション

● 休日当直医
月日 電話番号当直医

11月４日（日）

11月18日（日）

11月23日（祝）

11月11日（日）

5 2 3局 2 3 0 2
5 2 2局 2 7 1 0
5 3 3局 0 2 2 2
5 3 2局 0 0 3 8
5 2 3局 1 3 1 6
5 2 2局 5 8 7 8
5 2 9局 1 1 1 2
5 3 3局 0 1 6 2
5 4 5局 2 1 2 3
5 2 2局 0 2 2 7
5 2 4局 4 1 0 0
5 4 5局 2 5 1 6
5 4 5局 2 0 6 6
5 2 3局 3 9 4 6
5 3 2局 1 5 1 5
5 3 3局 0 6 5 7

第２国見医院
まち眼科
津金医院
葉山歯科医院
富永医院
ふくい眼科
杉の森皮ふ科クリニック
朽名医院
藤井歯科医院
永井医院
山本耳鼻咽喉科
渡会医院
惣卜歯科医院
北山クリニック
藤岡医院
清栄歯科クリニック

月日 電話番号当直医

10月14日（日）

10月28日（日）

11月３日（祝）

10月21日（日）

5 2 2局 1 2 3 0
5 2 4局 4 1 0 0
5 2 9局 1 1 1 2
5 4 5局 2 1 4 5
5 2 4局 0 0 8 0
5 2 2局 6 1 3 3
5 3 5局 1 5 1 1
5 2 3局 0 0 3 3
5 2 2局 0 7 5 6
5 3 2局 3 7 4 9
5 2 3局 1 1 6 2
5 2 3局 3 9 4 6
5 2 2局 2 7 1 0
5 4 5局 2 2 0 3
5 3 3局 1 1 3 9

かわせ小児科
山本耳鼻咽喉科
杉の森皮ふ科クリニック
赤羽根医院
かわい歯科
河合医院
川瀬医院
すずき歯科
國見医院
昭和医院
なかた歯科医院
北山クリニック
まち眼科
山本医院
青木歯科クリニック

妊娠中の方とその夫（予約制）
パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など田原福祉センターパパママスクール

（育児体験コース） 11月10日（土）　午前８時50分～９時

田原福祉センター

あつみライフランド
５か月～６か月児とその保護者（予約制）
離乳食講習と保育の話、歯の話離乳食教室

11月14日（水）　午前９時50分～10時

11月19日（月）　午前９時50分～10時

診療時間　医科●午前9時～午後5時／歯科●午前9時～正午
夜間またはかかりつけの医師が不在のときは 渥美病院　5 22局2131

2

S60 H8 H17 年度

4

6

8

% 小学生（男）

中学生（男）

中学生（女）

小学生（女）
2.8

5.5
4.3
3.5

5.6 5.0
6.2

7.7

8.4

6.3

6.7

8.4
□
田
原
市
の
小
中
学
生
の
肥
満
の
割
合

50ｍ走／㊚8.80秒▶8.95秒 ㊛9.10秒▶9.20秒
ソフトボール投げ／㊚34.0m▶29.8m ㊛19.9m▶17.8m

□子ども（11歳）の運動能力比較【全国平均◎昭和60年▶平成17年】
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健康課
田原福祉センター
　23局3515
あつみライフランド
　33局0386



　

自
動
車
保
有
台
数
の
多
い
田
原
市
（
約

７
万
台
）。
ご
近
所
へ
出
か
け
る
と
き
は
、

な
る
べ
く
自
動
車
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
や
自
転
車
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
ご
案
内
】

◆
田
原
市
街
地
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　

10
月
31
日
ま
で
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の

社
会
実
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
登
録
を

す
れ
ば
、１
日
（
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

無
料
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

登
録
受
付
・
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、「
田
原
市
役
所
」「
セ
ン
ト
フ

ァ
ー
レ
」「
田
原
文
化
会
館
」「
田
原
福
祉

セ
ン
タ
ー
」
の
４
か
所
で
す
。

◆
伊
良
湖
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

　
「
道
の
駅　

伊
良
湖
ク
リ
ス
タ
ル
ポ
ル

ト
」「
休
暇
村
伊
良
湖
」「
伊
良
湖
ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル
」「
伊
良
湖
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
」 

の
４
か
所
で
、
１
時
間
３
０
０
円
、
１
日

９
０
０
円
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
お
得
な
ク
ー
ポ
ン
も
あ
り
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
室
☎
23
局
７
４
０
１

環
境
問
題
が
騒
が
れ
る
今
、
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

を
排
出
す
る
自
動
車
に
変
わ
る
交
通
手
段

と
し
て
、自
転
車
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

環
境
先
進
国
で
あ
る
ド
イ
ツ
な
ど
で

は
、
公
共
交
通
機
関
と
連
携
さ
せ
た
「※

パ

ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
」を
推
進
し
な
が
ら
、

自
転
車
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
田
原
市
で
も
、
安
心
安

全
な
道
路
環
境
整
備
と
共
に
、
自
転
車
利

用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
た
は
ら
エ
コ
・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
】

18

毎
月
１
日
は
エ
コ
ラ
イ
フ
デ
ー

　

買
い
物
の
と
き
に
は〝
マ
イ
バ
ッ
ク
〞を

利
用
し
て
、レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
！

■街角ネットたはら

毎日６回放送（内容は２週間ごとに更新）
①7：40 ②12：40 ③15：40 ④18：40 ⑤22：40 ⑥24：40
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

■田原ほっとらいん
毎週土・日曜日
１日５回放送
（次回は12月を予定）

放送日 内　容

10/4～ 17 田原城跡月見会
「サンテパルクたはら」リニューアル

10/18～ 31 消費生活講座「賢い消費者・美味しい消費者」
蔵王山展望まつり

11/1～ 14 博物館特別展「愛知県美術館移動美術館」
田原市民まつり

加入補助をしています

※
パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド【park-and-ride

】

　

目
的
地
ま
で
車
で
移
動
す
る
の
で
は
な
く
、

郊
外
の
駐
車
場
に
車
を
停
車
さ
せ
、そ
こ
か

ら
電
車
や
バ
ス
、自
転
車
で
移
動
す
る
こ
と

で
す
。交
通
渋
滞
対
策
お
よ
び
環
境
汚
染
対

策
の
一
環
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

0

25

50

75

100

５月 ７月 ９月 11月 １月 ３月 ５月

6/1 6/10 6/20 7/1 7/10 7/20 8/1 8/10 8/20 9/1 9/10 9/20

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

■宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率
水道メーターボックスの周りは、いつもきれいにしましょう

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

節水注意線

9/20現在 87.0％

■三河湾の水質調査結果
昨年よりも、すごくきれいになっています。
これからも田原市の海を守りましょう。

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口
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◉“昭和”の雰囲気を満喫！
　山々や清流に囲まれた風景の中に、廃校と
なった当時のままで保存されている木造校
舎。どことなく懐かしさを感じさせる両交流
センターは、田原市民であれば、施設利用料
のほか、ガスや水道、照明設備などの利用も
すべて無料です。グランドでのキャンプやバ
ーベキュー、講堂での講習会、給食室での調理など、利用方法はさまざ
ま。申し込み方法などは次のとおりです。ぜひご利用ください。

田原市では、設楽町の旧三都橋小学校と旧豊邦小学校（平成９年３月に廃校）を借り受け、豊川上下流域
の相互理解と住民同士の交流促進を図ることを目的に、「交流センター」として活用しています。今回は、
この「三都橋交流センター」と、「豊邦交流センター」をご紹介します。

利用対象
田原市民および田原市民中心のグループ（営利目的不可）
申し込み方法
❶事前に電話予約（各施設管理委員会へ）
三都橋交流センター ▼施設管理委員会 会長 竹下徹さん　☎（０５３６）６４局５３２６
豊邦交流センター ▼施設管理委員会 会長 小山章さん　☎（０５３６）６４局５４２３
❷申込書を提出

※詳しくは田原市ホームページ（http://www.city.tahara.aichi.jp）をご覧
いただくか、企画課（☎２３局３５０７）までお問い合わせください。

▼キャンプセット無料貸し出し
“アウトドア”を楽しむには欠かせません！

▼温水シャワー設備（三都橋交流センターのみ）
キャンプをしてもさっぱり！

▼近隣には川遊びスポットがいっぱい！
ちょっと歩くと左の写真のような場所へ。川遊び
や絶景を心行くまでお楽しみください。これから
の季節は、鮮やかな紅葉も見逃せませんよ。

▼地元の人たちと交流するチャンス！
山の話を聞いたり、海の話をしたり…。

このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市このコーナーでは、国内外合わせて７つある田原市
の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。の姉妹・友好都市などの情報をお届けします。

▼▼企画課　企画課　55２３２３局局３５０７３５０７

姉妹都市 設楽町との交流

▼

三
み

都
つ

橋
はし

交流センター

▼豊
とよ

邦
くに

交流センター

キャンプ、川遊び、紅葉…

三都橋・豊邦
交流センター活用術
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11
月
11
日（
日
）　

各
地
区
自
主
防
災
会
一
斉
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

防
災
ま
め
知
識

こ
ん
に
ち
は
、〝
の
り
り
ん
〞
で
す
。

11
月
11
日
（
日
）、
自
主
防
災

会
防
災
訓
練
が
、
市
内
の
各
集
会
所

な
ど
で
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
各

自
治
会
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
主
防
災

会
を
中
心
に
、
避
難
訓
練
や
初
期
消
火

訓
練
、
三
角
巾
の
使
い
方
講
習
、
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
合
っ

た
訓
練
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
自
分
の
地
区
の
防
災
訓

練
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◉
い
ま
一
度
確
認
を
！

　

自
主
防
災
会
防
災
訓
練
へ
の
参
加
を
機

会
に
、非
常
持
出
袋
の
中
身
や
避
難
場
所
、

非
常
時
の
家
族
の
連
絡

方
法
な
ど
を
、
い
ま

一
度
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

◉
地
域
み
ん
な
で
取
り
組
む
防
災
活
動

　

自
主
防
災
会
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
の
皆

さ
ん
が
一
緒
に
な
っ
て
防
災
活
動
に
取
り

組
む
組
織
で
す
。
田
原
市
で
は
、
す
べ
て

の
自
治
会
で
自
主
防
災
会
が
組
織
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

地
震
は
い
つ
起
き
て
も
お
か
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
、「
明
日
は
我
が
身
」

と
い
う
言
葉
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、「
助

け
ら
れ
た
り
助
け
た
り
が
当
た
り
前
」
と

い
う
意
識
を
持
っ
て
、
地
域
の
自
主
防
災

活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
室
☎
23
局
３
５
４
８

詳しくは…●児童課（田原福祉センター）　523局3513
児童センター・児童館だよりをご覧ください。
※保育園・幼稚園・福祉センターにあります。

１日（月）、９日（火）、15日（月）、22日（月）、28日（日）、29日（月）
※８日（月）、21日（日）は西部児童館のみ休館

10 月のお休み

・工
こう

作
さく

ランド
 『ビーズストラップ』
開催期間●10月2日（火）～31日（水）

・絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせ
日時●10月18日（木）
幼児向け▶午前10時30分～幼児向け▶午前10時30分～

・10月のチャレンジ

▼ひもあみ

・子
こ

育
そだ

て講
こう

座
ざ

※
日時●10月17日（水） 
　　　午前10時～11時45分

※は児童センターのみ開催

田原児童センター　523局4761

西部児童館　　　　525局0211

29件（183件）

39人（220人）

0人（3人）

131件（1021件）

6件（43件）

240件（1441件）

侵 入 盗●

乗 物 盗●

非侵入盗●

火災●

救急●

人身●

負傷●

死亡●

物損●

窃盗犯罪発生件数

火災・救急件数

交通事故発生件数

5件（61件）

14件（78件）

13件（87件）

※（　）内の数字は平成19年の累計

自転車も交通ルールを守りましょう

8月

▲昨年の福江地区防災訓練（三角巾の使い方講習）
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●北部保育園
寺原 楓  くん（5歳）

【評】バッタをよく見て真剣に描いていた楓くん。特徴を
つかんで、画用紙いっぱいに描くことができました。

【評】お部屋に迷い込んできた黒アゲハ。お花畑で飛んで
いたら、こんなふうに楽しいだろうね！

●北部保育園
八木結菜  ちゃん（6歳）

●田原中部小学校6年
松浦歩実  さん

●田原中部小学校2年
村岡央望  さん

す

み

かきあし

しんけん か

か

かえで とくちょう

しが よう

かあ

か

こ なか よ

へ や くろ はなばたけ とまよ こ

たの

だい

ひょう ひょう

歩実さんは、習字の授業にい
つも黙々と取り組んでいます。
この作品にも、その熱心さが
よく表れています。

かぶと虫を捕まえようと、腰
をかがめ、手をゆっくり伸ば
している様子がしっかり伝
わってきます。

「虫とりの絵」

田口
 悦子
 先生
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鸚
鵡
石
か
ら
西
に
１
０
０
０
ｍ
ほ
ど
離

れ
た
山
す
そ
で
、
昭
和
58
年
に
銅ど

う

鐸た
く

（
通

称
「
椛な

ぐ
さ

銅
鐸
」）
が
２
口
見
つ
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
平
安
時
代
の
歴
史
書
「
三
代

実
録
」
に
は
、
８
６
０
年
に
村
松
山
中
で

銅
鐸
が
見
つ
か
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
出
土
地
は
、
江
戸
時
代
の
記
録

に
、
鸚
鵡
石
の
西
側
斜
面
辺
り
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
椛
銅
鐸
出
土
地
の
谷
を
挟
ん
だ

向
か
い
に
相
当
し
ま
す
が
、
ま
さ
に
「
銅

鐸
の
谷
」
と
呼
ぶ
べ
き
、
東
海
地
方
で
も

特
別
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
椛
の
谷
か
ら
伊
川
津
の

集
落
に
抜
け
る
台
地
の
北
に
は
大だ

い

本ほ
ん

貝
塚

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
は
、
貝
塚
を
伴

う
渥
美
半
島
屈
指
の
弥
生
時
代
の
大
集
落

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
集
落
の
発

展
を
支
え
る
た
め
、
祭
り
を
執
り
行
い
、

銅
鐸
を
埋
め
た
の
が
椛
の
谷
で
し
た
。

　

椛
の
谷
を
山
す
そ
伝
い
に
北
西
に
向

か
う
と
、
雨あ

ま

乞ご
い

山
の
山
ろ
く
に
般
若
寺
が

あ
り
、
そ
の
前
に
、
泉
校
区
の
名
の
由
来

と
な
っ
た
「
泉
の
池
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

こ
で
は
、
今
で
も
地
区
の
方
々
に
よ
り
祭

事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
こ
の

池
で
は
、
般
若
寺
の
鐘し

ょ
う

楼ろ
う

が
燃
え
た
際
に

捨
て
ら
れ
た
と
い
う
、
中
世
の
こ
ろ
の
瓦か

わ
ら

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
今
で
は
一
般
的

な
瓦
も
、
当
時
は
有
力
な
寺
院
し
か
使
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
渥
美
半
島
で
は
、
こ

の
時
代
の
瓦
は
、
窯
跡
以
外
で
は
ま
と
ま

っ
て
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
瓦
が
寺
院
建
物
の
も
の
だ
と
し

た
ら
、
渥
美
半
島
を
代
表
す
る
大
寺
院
だ

っ
た
は
ず
で
す
が
、
当
時
の
寺
院
の
様
子

は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
こ
の
台
地
か
ら
椛
一
帯
に
は
、

奈
良
時
代
、
渥
美
半
島
を
開
発
し
た
渥
美

一
族
が
、
山
田
町
泉
福
寺
を
建
立
し
た
後

に
移
り
、
住
居
を
構
え
た
と
い
う
伝
承
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
文も

ん

徳と
く

天
皇
（
８
５
０

〜
８
５
８
年
在
位
）
が
住
ん
だ
と
さ
れ
る

文
徳
屋
敷
（
伊
川
津
古
城
・
6
月
号
参
照
）

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
谷
で
は
、
背
後
に
あ
る
山
の
巨

岩
・
鸚
鵡
石
や
膳ぜ

ん

貸か
せ

石
な
ど
の
伝
説
が
生

ま
れ
、
さ
ら
に
渥
美
半
島
の
開
発
者
、
渥

美
氏
の
伝
説
も
加
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
土
地
周
辺
は
、
相
互
に
つ
な
が
り

の
あ
る
伝
説
が
組
み
込
ま
れ
、
現
在
ま
で

残
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、こ
れ
ら
は
人
々

に
と
っ
て
、伝
説
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
、

特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
弥

生
時
代
か
ら
続
く
聖
地
と
し
て
潜
在
的
に

認
知
さ
れ
続
け
た
結
果
、
古
代
以
降
は
雨

乞
山
、
石
神
と
い
う
地
名
な
ど
、
宗
教
的

な
霊
地
に
変
わ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
地

元
の
方
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
こ
と
か

ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。問
題
は
、

こ
の
周
辺
が
聖
地
と
さ
れ
た
最
初
の
き
っ

か
け
で
す
が
、
泉
福
寺
か
ら
雨
乞
山
、
そ

し
て
大
山
ま
で
の
記
念
物
的
な
山
の
形
状

や
景
観
、
磐い

わ

座く
ら

を
思
わ
せ
る
鸚
鵡
石
や
泉

福
寺
お
よ
び
周
辺
の
大
岩
、
泉
の
池
に
代

表
さ
れ
る
湧わ

き

水み
ず

な
ど
が
理
由
に
あ
げ
ら
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
辺
り
は
い
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
、
渥
美
半
島
の
歴
史
の
な
ぞ
を
解
く
何

か
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。（
増
山
）

▼
文
化
財
課
☎
23
局
３
５
３
１

●椛の谷

渥
美
半
島
の
霊
地 

2

〜
雨あ

ま

乞ご
い

山
・
鸚お

う

鵡む

石せ
き

の
こ
と
〜

●泉の池

●椛銅鐸
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Citizen's
Plaza

■
立
志

　

崋
山
の
少
年
時
代
、う
っ
か
り
大
名

行
列
の
前
に
飛
び
出
し
て
し
ま
い
、行

列
の
武
士
ら
に
暴
行
を
受
け
る
…

■
板
橋
の
別
れ

　

崋
山
の
弟
で
あ
る
熊
次
郎
が
、寺
へ

奉
公
に
出
さ
れ
る
の
を
江
戸
の
北
の
外

れ「
板
橋
」ま
で
送
る
…

田
原
中
部
小
学
校
で
70
年
以
上
続

い
て
い
る『
崋
山
劇
』。田
原
藩

出
身
の
渡
辺
崋
山
を
し
の
び
、そ
の
隠

れ
た
善
行
や
功
績
な
ど
を
広
く
知
ら

せ
る
た
め
、昭
和
３
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。今
年
も
、同
小
学
校
の
学
芸
会

（
11
月
10
日﹇
土
﹈）で
上
演
さ
れ
ま
す
。

「
立
志
」「
板
橋
の
別
れ
」の
２
部
作
で
、

い
ず
れ
も
児
童
た
ち
が
熱
演
。合
唱
隊

も
劇
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

10

●水道料・下水道使用料金
（８・９月分）

水

木

10月31日
10月25日

市県民税
（第３期分）

介護保険料
（第４期分）

納
期
限

の

●

●以外

　

１
か
ら
４
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
〜
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

田
原
市
で
は
、
設
楽
町
の
旧
三
橋
小

学
校
と
旧
豊
邦
小
学
校
を
借
り
受
け
、

○
○
○
○
○
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
用
し

て
い
ま
す
。

２　

10
月
28
日
（
日
）、
田
原
市
民
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
市
民
パ

レ
ー
ド
や
総
○
○
○
に
参
加
し
た
り
、

じ
ゃ
ん
田だ

原ら

り
ん
○
○
○
コ
ン
テ
ス
ト

を
見
た
り
し
て
、
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

３　

11
月
11
日
（
日
）
に
自
主
防
災
会
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
非
常
持
出
○
○
○
の
中
身
や
避
難

場
所
、
非
常
時
の
家
族
の
連
絡
方
法
な

ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

４　

防
犯
の
心
が
け
の
第
一
歩
は
「
○
○

を
か
け
る
」
こ
と
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど

を
記
入
し
て
「
広
報
た
は
ら
」
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
10
月
19
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
９
月
号
の
答
え
】
ヒ
ガ
ン
バ
ナ 

（
応
募
総
数
29
通
中
、正
解
29
通
、当
選
者

の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。）

市
民
の
広
場
で
は
、皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
て
先

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）　

田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」ま
で

　

koho@
city.tahara.aichi.jp
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N
o.613 平

成
19
年
10
月
号

●
編
集
・
発
行
／
田
原
市
役
所
総
務
部
文
書
課

●
電
話
／
0531 -22 -1111（

代
表
）

●
E
メ
ー
ル
／
koho@

city.tahara.aichi.jp

６６，７６９人　総人口

３３，８０１人　男性

３２，９６８人　女性

２１，０４４世帯世帯数

３８人出生 ５０人死亡

２１０人転入 １６４人転出

＋３４人増減 ※増減は8月中です

■人口と世帯数

■行政面積

（平成19年９月１日現在）
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城
しろ

坂
ざか

 ［福江町］
　江戸時代、大垣新田藩畠村陣屋
から福江の港に続いたこの坂のこ
とを「城坂」といいました。この呼
び名は今も変わることなく、地元の
人たちに親しまれています。
　陸上交通が盛んになる以前（明
治以降から昭和にかけて）、この坂
を下った辺りは繁華街として栄えていました。当時は老舗の
料亭などが軒を連ねていたそうです。その様子は、わずかで
はありますが、現在も残っています。
　このように、私たちに歴史を感じさせてくれる数少ない"キ
ラリ”。これからも変わらず見守っていきたいですね。

　車での旅は、伊良湖岬でいったん
小休止。ここから先へは海路を船で！
　道の駅でおなじみの「伊良湖クリス
タルポルト」は、田原市の海の玄関口
でもあります。知多半島や三重県の鳥
羽市、神島などをつなぐ発着点として、あなたの旅の可能性を広
げてくれること、間違いなしです。
　また、ここにとどまって、買い物や食事を楽しんだり、景色に
魅了されたりするのも良いでしょう。夕陽に浮かぶターミナルと
行き交うフェリーが織り成す景色はなかなかのものですよ。

高田

福江中紺屋

高田西

畠神社前
●
畠神社

伊
い

良
ら

湖
ご

クリスタルポルト 
［伊良湖町］

● 日出園地

 伊良湖クリスタルポルト

● 伊良湖海水浴場

●伊良湖岬灯台 

ま
ち
の
活
性
化
に

つ
な
が
る「
お
祭

り
」。こ
の
時
期
、

皆
さ
ん
の
地
区
で

も
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。小
さ
な
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、世
代
を
越
え
た
輪

が
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
が
る
お

祭
り
。あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、

祭
り
を
一
番
楽
し
ん
で
い
る
の
は
、

祭
り
に
参
加
し
て
い
る
地
元
の
人

た
ち
。何
事
で
も
そ
う
で
す
が
、「
楽

し
さ
を
伝
え
る
た
め
に
は
、ま
ず
自

分
が
楽
し
む
こ
と
」で
す
。自
分
で

つ
ま
ら
な
い
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

こ
と
は
、お
そ
ら
く
他
人
か
ら
見
て

も
つ
ま
ら
な
い
。お
祭
り
を
盛
り
上

げ
る
た
め
、ま
た
、自
分
も
楽
し
む
た

め
、１
年
に
１
度
く
ら
い
羽
目
を
外

し
て
大
い
に
騒
ぐ
こ
と
は
、大
切
な

事
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね（
も
ち

ろ
ん
羽
目
を
外
し
す
ぎ
て
は
駄
目
で

す
が
…
）▼
や
っ
て
い
る
方
、見
て
い

る
方
、み
ん
な
が
楽
し
め
る
こ
う
い

っ
た
伝
統
行
事
は
、い
つ
ま
で
も
続

く
こ
と
で
し
ょ
う
。（
Ｍ
Ｒ
）


